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人 門 ガ イド (取扱 説明 書 


ます この 本 か ら お 読み くだ さい 


保証 書 別 流 


@ こ の "取扱 説明 書 」 こ 添付 の 保証 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使い くだ さい 。 / の / 
その あと 大 切 に 保管 し 、 わ から な いと き は 再読 し て こく だ さい 。 グ 
@ 保 証書 は 必ず 「 お 買上 げ 日 ・ 販 売店 名 」 等 の 記入 を 確か め て 販売 店 か ら お 受取 りく だ さい / 
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入門 ガイ ド ( 取 扱 説明 書 ) 
eec 


この 度 は パナ ソン ニッ ク パ ー ソ ナル ワー プロ 
IFW-U1S50」 を お 買い 求め いた だ き 、 
誠に あり が と う ご ざ いま し た 。 本 機 は 、 日 と に か っ 
本 語 ワ ー プ ロ は も ちろ ん の こと 、 い ろ い ろ この ミント フ 
と 豊富 な 機能 も 備え て いま す 。 ま た 、 お 使 
いい た だ く と 大 変 便利 な 周辺 機器 も 数 々 用 
意 さ れ て いま す 。 一 日 も 早く 、 操 作 を マス 呈 】 大 に レン ン ツン 
ター し て いた だ く た め に 、 こ の [入門 ガイ So 中 貞和 トリイ ソン 
ド 」 を ご 活用 くだ さい 。 


7 フュ ー ル を 使っ て み ま し ょ う 


こん 泰 放 志 が で きま す 


本 機 は 、 第 二 種 情報 装置 (住宅 また は その 隣接 し た 地域 に お 
いて 使用 され る 情報 装置 ) で 、 住 宅地 域 で の 電波 障害 防止 を 
目的 に し た 情報 処理 装置 等 電波 障害 自主 規制 協議 会 (VCC 
{ ) 基準 に 適合 し て いま す 。 し か し 本 機 を ラジ オ 、 テ レビ 受 
信 機 等 の 近く で 使用 する と 、 受 信 障 害 の 原因 と な る こと が あ 
り ま す の で 、 ご 注意 くだ さい 。 

本 機 は 取扱 説明 書 に 従っ て 、 正 し い 取 り 扱 い を し て くだ さい 。 


ペー ジ 
4 本 書 の 見 か た 
6 ご 注意 と お 願い 


5 た 

1 操作 の 前 に 
ペー ジ 

8 付属 品 を 確か め る 

9 各部 の 名 称 

10 バッ クア ッ プ 電源 用 乾電池 の セッ ト 
11 電源 に つい て 

14 購入 後 初 め て 電源 を 入れ る と き は 


16 スタ ー ト の し か た / 終 わり か た 
17 画面 の 見 か た 
18 か な 入力 と ロー マ 字 入力 
19 キー 上 の 文字 を 打ち 分 ける 
20 入力 する 前 の 注意 
21 簡単 な 修正 の し か た 
22 ひら が な を 書く 
24 カタ カナ を 書く 
25 英文 字 / 数 字 を 書く 
26 漢字 に 変換 する (文節 変換 ) 
27 長い 文章 を 一 括 し て 変換 する 
( 連 文 節 一 括 変換 ) 

286 うま ぐ く 変 換 で き な い と き は 

(文節 縮め / 伸 ば し ) 
29 うま ぐ く 変 換 で き な い と き は ( 単 漢字 変換 ) 
30 修正 の し か た 1 (1 字 削 除 、1 字 挿入 ) 
31 修正 の し か た 2 (上 書 、 挿 入 ) 
33 プリ ンタ の 準備 (リボ ンカ セッ ト の セッ ト ) 
34 用 紙 を セッ ト す る 
35 印刷 する 
36 印刷 時 の 注意 
37 文書 を 保存 する 準備 (初期 化 ) 
40 文書 を 保存 する 
42 ワー プロ の 終わ りか た 
43 キー ボー ド の 配列 に つい て 
44 配列 を 切り 換え る 


(ワー プロ で は が きのう ら 面 を 書く ) 


46 操作 の 前 に 
47 ステ ッ プ 1 


48 ステ ッ プ 2 
50 ステ ッ プ 3 
51 ステ ッ プ 4 
52 ステ ッ プ 5 
53 ステ ッ プ 6 
54 ステ ッ プ 7 
55 ステ ッ プ 8 


56 ステ ッ プ 9 


57 ステ ッ プ 10 
58 ステ ッ プ 11 
60 ステ ッ プ 12 
62 ステ ッ プ 13 
63 ステ ッ プ 14 


用 紙 を 決め る 

(書式 設定 ) 
文字 を 入力 する 
編集 する (文字 サイ ズ ) 
編集 する ( 1 字 挿 入 ) 
編集 する ( 行 挿 入 ) 
編集 する (改行 する ) 
レイ アウ ト を 整え る 
イラ スト を 入れ る 準備 

(図形 枠 を 作る ) 
サン プル の イラ スト を 
呼び 出す 

使う 範囲 を 指定 する 
イラ スト を 回 転 さ せる 
イラ スト を 保存 する 
用 紙 を セッ ト す る 
印刷 する 


(住所 録 で は が き の お も て 面 を 書く ) 


64 ステ ッ プ 1 
65 ステ ッ プ 2 


66 ステ ッ プ 3 
68 ステ ッ プ 4 
69 ステ ッ プ 5 


ペー ニ ジ 
72 ステ ッ プ 1 
74 ステ ッ プ 2 
0 デップ 3 


4 見 積 書 を 書く 


住所 録 を スタ ー ト する 

差出 和 人 と 多 名 の カー ド を 
入力 する 

用 紙 を セッ ト す る 

印刷 する 

住所 録 を 終了 する 


表 を 作る (自動 表 作成 ) 
けい 線 を ひく 
文書 フロ ッ ピー を うま く ぐ く 使う 


76 文書 を 呼び 出す 


あか ョ デール / 
を 使っ て 


ベー ジ 
78 スケ ジュ ー ル 、 メ モ を 使う 前 に 
81 スケ ジュ ー ル に 予定 を 入力 する 
83 メモ に 書き 留め る 
84 入力 し た デー タ を うま ぐ く 使 う 


6 と ああ の ゃ 着 


ペー ジ 


86 こん な こと が で きま す 


付 録 


ベー ジ 
92 ロー マ 字 の つづ りか た 

93 故障 か な ! ? と 思っ た ら 
95 機器 の 仕様 

96 機能 の 仕様 

99 別売 り 用 品 

100 知っ て お きた い 用 語 

102 さく いん 

04 アラ ター ザー ビス に つい て 


本 書 の 見 が だ 


本 機 に 付属 され て いる 説明 書 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


と 大 本 的 な 操作 を 簡単 な 文章 を 例 に 、 文 字 の 入力 か ら 印 刷 、 保 存 ま で を 
や さ し く 説明 し て いま す 。 住所 録 、 ス ケ ジ ュ ー ル 、 メ モ 、 デ ー タ ノー 


ト を お 使い の か た は 、 本 書 を お 読み に な っ た 後 、 他 の 説明 書 に 進ん で 
に 科 ャ ー 


し 日 本 語 ワ ー プ ロ 、 英 文 ワ ー プ ロ 、 図 形 エ ディ タ 、 グ ラフ を 各 機 能 ご と 
に 詳し く 説明 し て いま す 。 読 み 通す 必要 は あり ませ ん 。 辞 書 的 に お 使 
いく だ さい 。 


に ドン 宮 > ま 記 放 あ 和 も 庄 住所 録 、 ス ケ ジ ュ ー ル 、 メ モ の 機能 を 説明 し て いま す 。 お 使い に な る 
機能 の と ころ だ け を お 読み くだ さい 、。 


デー タ ノ ー ト ビデ オ テ ー プ の ラベ ル の 作り か た 等 、 デ ー タ ノー ト の 機能 を 説明 し て 
いま す 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ の ファ ンク ショ ン キ ー と 機能 の 対応 や ちょ っ と 便利 な 
使い か た 、 別 売り 用 品 等 を まとめ て いま す 。 シ ステ ム 手 帳 の リフ ィ ル 
と 同じ コン パク ト な サイ ズ に な っ て いま す の で 、 本 機 を 持ち 運ぶ と き 
に も 携帯 し て お く と 便利 で す 。 


ワー プロ の キー ボー ド に 慣れ る た め の 練 習 用 シー ト 。 実 物 大 の 大 き さ 
に な っ て いま す の で 、 ワ ー プ ロ 本 体 が な いと ころ で も キー の 位置 を 覚 
える 練習 が で きま す 。 ま た 各 キ ー の 名 称 と 働き に つい て も ひと 目 で 見 
られ る の で 、 説 明 書 を 読み 進め る と き に 本 体 が な く て も キー の 位置 を 
確認 で きま す 。 


田 入 門 ガ イド の 構成 


第 1 章 探 作 の 前 に 
使用 前 に 準備 し て お く こ と や 、 電 源 に つい て 説明 し て いま す 。 必 すず お 読み くだ さい 。 


第 2 章 と に か く 使 っ て み ま し ょ う 
科 単 な 文章 を 例 に 入力 の し か た か ら 印 刷 、 保 存 ま で の 基本 的 な 操作 を 説明 し て いま す 。 
説明 に 従っ て 実際 に 操作 し て くだ さい 。 

第 3 章 年 賀 杖 に チャ レン ジ ! 
日 本 語 ワ ー プ ロ と 図形 エディ タ を 使っ て 年 賀 状 の うら 面 、 住 所 録 を 使っ て お も て 面 ( 宛 
名 面 ) を 作っ て み ま す 。 


第 4 章 見 積 書 を 書く 

見 積 書 を 例 に 、 自 動 表 作成 機能 と けい 線 の 使い か た の 説明 を し て いま す 。 
第 5 章 スケ ジュ ー ル / メ モ を 使っ て み ま し ょ う 

スケ ジュ ー ル と メモ の 使い か た を 、 あ る ビジ ネス マン の 仕事 を 例 に 説明 し て いま す 。 
第 6 章 こん な こと が で きま す 

本 機 の 豊富 な 機能 の うち の 一 部 を 使っ て 作成 し た サン プル を 紹介 し て いま す 。 


付 録 改 障 か な !? と 思っ た と き に 見 て いた だ く ペ ー ジ や 別売 り 用 品 、 知 っ て お きた い 用 語 
等 、 必 要 に 応じ て お 読み くだ さい 。 


本 書 の 見 だ 


各 ペ ー ジ の 見 か た 


本 書 の 主 な ペー ジ は 次 の よう に な っ て いま す 。 


漢字 に 変換 する (x 多 誠 


洪 字 は 直接 入力 する の で は な 
く 、 ひ ら が な で 漢字 の 読み を 


か の トーー ト や *A て 862 ボ -7 カ -M9-5 3 
Wenー ジ Et を 54B 央 放 に HOG. 
ル M5K3 463 才 /: に 1 の は 372 


操作 の 概念 を 視覚 的 に 
説明 し て いま す 。 


操作 の 概要 や 気 を 付け 
て ほし いこ と を 書い て 
いま す 。 


vwCwsdu 訪 ASnrr 議 周 


| 没 字 の 鞍 み を 入力 する 、 
| 某 國 正剛 


が 


ヘッ ダー は 必ず | 
な 」 に し て お いて く 
だ さい 。 


各 ス テッ プ の 補足 的 な 
説明 を し て いま す 。 


参照 ペー ジ を 表し て い 
ます 。 


H 6 
目 69 の 漢字 が 表示 され る まで 庄 計 || を 押す 。( こ の 場 | Seeg 


」 . 人 き は 2 回 ) を ぴしゃ 

[9 | 「 Pkikitkns 人 eu の 

sp = 祖 小 字 が 表示 され ま 

| 1 "を 押す 。 す . 

| 文字 の 白黒 反転 と 下 
kaede RE ] 珠 が 消え 確定 され ま 
四 す .、 確定 後 は 変換 で 


きま せん 。 


3 医 攻 回 回 還 WEI*my. 


必 仙 L ー ツ カーM&- ら 3。 回 ・・ に ・・・・・・・・ー・・・・・・ 
際 か 円 | 


特に 注意 し て も らい た 
いこ と を 書い て いま す 。 
必ず お 読 みく だ さい 、。 


江 字 に 変換 する 場合 に は 、 読 み を ひら が な で 入力 し て くだ さい 。 カ タカ ナ で 入力 (24 
ペー ジ 方 法 2 ) す る と 漢字 に 変換 で きま せん 、 ま た まち が っ た か な 使い や 旧 か な 使い で 
も 変換 され ませ ん 。( 例 : か ん ず め メー か ん づめ 〇 ) 

回 “上記 の 操作 を も う 一 度 行う と 、「 岡 を 」 で は な く 「 丘 を 」 が 先 に 表示 され ます 。 こ の よう に 

3 一 度 変 換 、 確 定 し た 文字 は 、 次 回 か ら は 最初 に 表示 され 、 よ く 使う 渡 字 の 順番 が 前 に な 

り ま す . これ を 学 百 機能 と 呼び 、 電 源 を 切っ て も パッ クア ッ プ 乾電池 に より 記憶 され て 

いま す 


より 詳し い 説 明 や 知っ 
て いる と 便利 な こと に 
つい て 書い て いま す 。 


キー の 表記 に つい て 


本 書 で は キー を 次 の よう に [ で 囲ん で 表記 し ます 。 
画 必 要 な 文字 だ け を [ で 囲ん で 表記 し ます 。 4 


ー っ 
記号 っ 同妃 


田 あ る キー を 押し な が ら 別 の キー を 押す と き は 、「 二 」 で つない で 表記 し ます 。 
例 : [シフ ト を 押し な が ら [ 終 了 ) を 押す と き は (シフ ト ) 十 終 ] 
また 、[ 機能 1 )、[ 機 能 2 の 場合 は 、、 そ れ ぞ れ の キー を 押し た 後 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し て 
も か まい ませ ん 。 
画 キ ー を 順番 に 押す と き は 、 並 べ て 表記 し ます 。 
例 : 


ご 注意 と お 願い 


使い か た を まち が える と 故障 の 原因 に な り ま す 。 下 記 の 点 に 注意 し て ご 使用 くだ さい 。 


保管 / 使 用 場所 
こん な 場所 は 避け て くだ さい 。 水 な ど を こぼさ な いで ! 本 体 の 中 に 異物 を 入れ な いで ! 


落と し た り ぶ つけ た り 、 重 いも の を 


〇 落 ら か い 布 の せな いで ! 
X ペ ジジ ン 、 シン ナー 


ーー ご 
ー ジ 


ーーーーーーーーーーーー 


上 記 の ご 注意 の 他 、 下 記 の こと も ご 注意 くだ さい 。 


オー トシ ャ ッ タ を 指 で 開け て M 
磁気 の ある 場所 は 避け て ! 中 の ディ スク 面 に 触れ な いで ! ほこ り 、 煙 か ら 遠 ざけ て ! 


スピ ー カ や ディ スク 面 ほこ り の 多い 所 や た ば この 煙 な ど 
モー タ の 近く 等 、 が 汚れ る と デー タ が か ら 遠 ざけ て ご 使用 くだ さい 。 
デー タ が 消え て し ま 読み 取れ な いよ 
うこ と も ある よ ! 


椅 7 た の 包 こ 


ペー ジ 
8 付属 品 を 確か め る 
9 各部 の 名 称 
10 バッ クア ッ プ 電源 用 乾電池 の セッ ト 
11 電源 に つい て 
14 購入 後 初め て 電源 を 入れ る と き は 


操 
作 
の 


皿 


< 


1 


付属 品 を 確 が め る 


本 機 に は 本 体 の 他 に 下記 の 付属 品 が あり ます 。 ご 確認 の うえ 、 万 が 一 不定 の 品 が あっ た 場合 に は お 求め の 販売 店 に ご 


連結 くだ さい 。 


@ AC ア ダ プ タ (11 ペ ー ジ ) 


e リボ ンカ セッ ト ( 呈 33 ペ ー ジ ) 


黒 (CF-PR141K)……… 1 個 


@ は が き 印 刷 用 スタ ンド 


(g『 ワ ー プ ロ 』122 ペ ー ジ )… 1 本 


ーー/ 


@ フ ロッ ピー ディ スク 


MM ss 2 枚 


補助 フロ ッ ピー(56 ペ ー ジ ) 
寺 NR プ TTP0ーー 
NT ト 』12 ページ) 


ング / 


@ バッ クア ッ プ 電源 用 乾電池 
( 単 3 形 )( 守 10 ペ ー ジ ) 
ee 2 個 


e は が き セ ッ タ ー(e66 ペ ー ジ ) 


@ デー タ ノ ー ト 用 ラベ ル ・ 2 枚 
(g『 デ ー タ ノー ト 」) 
*` オーデ リ 力 セッ 下 外 下 ア 前 
・ ビ デオ カセ ッ ト テ ー ブ プ 用 
3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク 用 


グ ーーー 生 影 
ン 2 
と ジコ 
ン ラン ーッ 
ao ラン 


@ 充 電電 池 (12 ペ ー ジ ) 


e ゃ キーボード シ ー ル 
(43 ペー ジ )…… 2 枚 
50 音 配列 用 。 新 JIS 配 列 用 


@ 説明 書 …… バ ババ …・…・…ー…ー 4 肛 
『 入 門 ガ イド 』 
の ーー 
『 住 所 録 / ス ケ ジ ュ ー ル / メ モ 』 
ae 人 Pan 


e ポ ケッ ト ガ イド ー………… 1 氏 
ゃ キー ボー ド シ ー ト …… 1 枚 


アク スランプ 
フロ ッ ピー ディ スク を 使用 中 
に 点灯 し ます 。 点 条 中 は 絶対 
に フロ ッ ピー ディ スク を 取り 
出さ な いで くだ さい 、。 


表示 画面 部 を 持ち 上 
げ る と き に ここ を 持 
ち ま す 。 左 右 に あり 


ます 。 
用 紙 送り ノブ 
用 紙 セ ッ ト つ まみ 
思 み ピー ディ スタ ラド ライ デ 
RM oi 開閉 ノブ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 取 り 出 し ボタ < 右 に スラ イド させ て 
表示 画面 部 を 持ち 上 
拡張 用 スロ ッ ト げ ま す 。 
別売 り の 通信 カー トリ ッ ジ (FW-LMS1) 等 を 接続 し ます 。 
使用 し な いと き は フタ を 閉め て お いて くだ さい 。 
表示 濃度 調整 つま み 
電源 スイ ッ チ 


イメ ー ジ 入出 力 端 
別売 り の ハン ディ プリ ンタ 
や イメ ー ジ スキ ャ ナ 等 を 接 
続 し ます 。 


プリ ンタ 側面 フタ 
B 4 用 紙 に 印刷 する と き に 
開け ます 。 


ンジ こ きど 


AC ア タダ プ タ 接 続 端 
AC ア ダ プ タ を 接続 し ます 。 


0: 庶 二 つま み 
カー ドス ロッ ト 彰 PuMNM 


別売 り の R OM カー ド を 接続 し ます 。 
使わ か いと き は フタ を 閉め て お いて くだ さい 。 


クリ ルカ 20 


1 


作 
月 リ 


*ー 


操 
4 


ッ ク ァ ッ フ 秋 清 昌 電 池 の セ ツ ト 


本 機 を お 使い に な る 前 に 、 必 ず 付 属 の バッ クア ッ プ 電 
源 用 乾電池 (以下 バッ クア ッ プ 用 乾電池 ) 2 本 を 、 バ ッ 
クア ッ プ 用 電池 ボッ クス に セッ ト し て くだ さい 。 バ ッ 
クア ッ プ 用 乾電池 が セッ ト さ れ て いな いと 、 

@ 電源 を 切る と 、 設定 値 や 文書 が 消え て し まい ます 。 
@ メイ ン 電 源 と し て 充電 電池 や アル カリ 乾電池 で 使用 

する 場合 、 電 源 が 入り ませ ん 。 

バッ クア ッ プ 用 乾電池 の 寿命 は 約 1 年 で す 。 消 耗 する 
と 画面 に メッ セー ジ が 表示 され ます が 、 早 め に 交換 し 
る 此 定 き 6)。 


バッ クア ッ プ 用 電池 ボッ クス 


バッ クア ッ プ 用 電 
池 ボ ックス の ふた 


ふた を 閉め る 。 


メモ は ふた の 裏面 に 
あり ます 。 


7 が KDE 招 


に | コ (記憶 し て いる 内 容 を 消さ な いた め 、 電 源 を 入れ た まま 交換 し て くだ さい 。) 


AC ア ダ プ タ を つない で バッ クア ッ プ 用 電池 ボッ 交換 日 を 記入 し た 後 、 ふ 
クス の ふた を あけ 、 寺 電 た を 閉め 、 電 源 を 切る 。 
池 を 交換 する 。 


AM @ 付属 の 乾電池 は バッ クア ッ プ 用 で す 。 メ イン 電源 用 乾電池 と し て は 使わ な いで くだ さい 、。 

@ 乾電池 は 、 必 ず 正 し い 向 き に セッ ト し て くだ さい 。 ま ちがっ た 向き に セッ ト す る と 液 も 
れ や 故障 の 原因 に な り ま す 。 

@ 交換 する 際 に は 、 必 ず 2 本 と も 同じ メー カー の 新しい 乾電池 に 交換 し て くだ さい 。 新 し 
い 乾 電池 と 古い 乾電池 を 混ぜ た り 、 異 な る メー カー の 乾電池 を 混ぜ て 使う と 、 電池 の 消 
耗 を 早め 、 液 も れ や 故障 の 原因 と な り ま す 。 
推奨 品 ナシ ョ ナル ネオ ハイ トッ プ 単 3 形 R6P (SUM-3) 
幻 。)% バ パック アッ プ 用 乾電池 を 交換 する 前 に 、 本 体内 の 文書 や 外字 、 ユ ー ザ ー 辞 書 は 文書 フ 
ロッ ピー に 保存 し て お きま し ょ う 。 Cgg『 ワ ー プ ロ 』157、173 ペ ー ジ ) 


電源 に つい て 


本 機 は AC ア ダ プ タ ( 家 庭 用 コン セン ト )、 充 電電 池 ( 付 属 品 )、 ア ルカ リ 乾 電池 の 3 種類 の 電源 で 使用 する こと が で き 


ます 。 
た だ し それ ぞ れ 下記 の よう な 制限 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 


f( 叶 9 薄 


日 細 軸 し | AR) | 生還 生 人 W | 務 AM り 特電 
で きま せん 


AC ア ダ プ タ で 使用 する と き 


付属 の AC ア ダ プ タ を 本 体 右 側面 の 接続 端子 に 接続 し て か ら 、 電 源 コ ン セ ント に 接続 し ます 。 


電源 コン セン ト 
AC ア ダ プ タ Re 


本 LN) 


AC ア ダ プ タ 接 続 端子 


e 本 機 の 電源 を 切っ て も 、AC ア ダ プ タ が 少し 熱く な る こと が あり ます が 異常 で は あり ま 
に せん 。 
e 表示 画面 左側 が バッ クラ イト 点灯 時 、 少 し 熱く な る こと が あり ます が 異常 で は あり ませ 
衝 。 
名 ぷ AC ア ダ プ タ を 接続 し た 状態 で も 充電 電池 を セッ ト し て お いて くだ さい 。(12 ペ ー ジ ) 
電源 の 入 / 切 に か か わり な く 充 電 さ れ ま す 。 


| 電源 に つい て 


充電 電池 で 使用 する と き 


電源 コン セン ト の な い 場 所 で 使用 する と き に は 付属 の 充電 電池 を 使い ます 。 
充電 電池 で 使用 する と バッ クラ イト は 点灯 し ませ ん 。 


| キン ト の しみ た 


1! 


較 泊 委 り メ イン 
電池 ボッ クス の ふた を あ 


電池 ボッ クス 


取り 出す と き は ひも を 引き ます 。 


充電 時 間 。 


充電 は 8 時 間 で 完了 し ます 。 充 電 完 了 の メッ セー ジ 等 は あり ませ ん が 、 な る べく 8 時 間 以 上 充電 し て 
くだ さい 。 充 電 を し すぎ て も 支障 は あり ませ ん 。 

AC ア ダ プ タ を 接続 し て お く と 、 印 刷 時 以外 は 電源 の 入 / 切 に か か わら ず 充 電 さ れ ま す 。 

初め て お 使い の 場合 に も 一 度 充電 し て か ら お 使い くだ さい 。 


使用 時 間 | 


充電 が 完了 し た (フル 充電 の ) 充電 電池 の 使用 可能 な 目安 は 次 の 通り で す 。 
・ フ ロッ ピー ディ スク 、 プ リン タ を 使用 し な い 場 合 …・… 約 2.5 時 間 
・ 印 刷 ば か り を 行っ た と き ………ーー…ー ド ー・A 4 約 5 ペー ジ 分 


@ 充電 電池 で 使用 し て いる と き 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る こと が あり ます 。 
上 ウム つつ レ い の 


・ お 願い いた し ま 


NHN 0 を お 攻 C く だ ME 


ご 注意 


の こさ い 


に 7 本 は っ 則 た 1 人 


この 場合 に は 一 度 電源 を 切り 、AC ア ダ プ タ を 接続 し て お 使い くだ さい 。 使 用 中 に 充電 電 
池 が 再 充電 され ます 。AC ア ダ プ タ が 使え な い 場 合 に は 、 新 し い ア ルカ リ 乾 電池 10 本 と 交 
換 し て 使う こと が で きま す 。( 次 ペー ジ ) 


電源 に つい て 


アル カリ 乾電池 で 使用 する と き 


電源 コン セン ト が な い 場 所 や 充電 電池 を 使い は た し て し まっ た 場合 等 に は 、 ア ルカ リ 乾 電池 (別売 り ) で 使う こと が で 操 
きま す 。 た だ し バッ クラ イト の 点灯 お よび 印刷 は で きま せん 。 作 


の 
セッ ト の し か た ー 


| メイ ン 電 源 用 電池 ボッ ク || 。 | アル カリ 乾電池 10 本 を 中 と の 向き に 気 を つけ て 、 ひ も を 
| ス の ふた を あけ る 。 _ |」 下 に し て セッ ト し 、 ふ た を 閉め る 。 


取り 出す と き は ひも を 引 く と は ずれ ます 。 


使用 時 間 
約 6 時 間 の 入力 、 編 集 作業 が で きま す 。 


に @ ア ルカ リ 乾 電池 以外 の 乾電池 は 使わ な か いで くだ さい 。 液 も れ や 故 
障 の 原因 に な る こと が あり ます 。 
@ アル カリ 乾電池 は 、 す べ て 同じ メー カー の も の 10 本 を 使用 し て く 
だ さい (0。 
推奨 品 ナシ ョ ナル ウル トラ アル カリ LR6( 単 3 形 ) 


@ アルカリ 乾電池 で 使用 し て いる と き 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る こと が あり ま 
の 

4ーー ン よ つ レ ヽ ゆ の 

・ お 願い いた し ま 


いく た さい るい 

この 場合 に は 一 度 電源 を 切り 、 アル カリ 乾電池 を すべ て 抜き 取っ て くだ さい 。 ぞ の 後 、 

・AC ア ダ プ タ を 使う 場合 に は 、 充 電電 池 を メイ ン 電 源 用 電池 ボッ クス に 正しい 向き に 
セッ ト し て ( 叶 12 ペ ー ジ ) か ら 、AC ア ダ プ タ を 接続 し て くだ さい 。 

・ 充 電電 池 を 使う 場合 に は 、 正 し い 向 き に セッ ト し て くだ さい 。( 屯 12 ペ ー ジ ) 

・ ア ルカ リ 電 池 を 交換 する 場合 に は 、 必 ず 10 本 と も 同じ メー カー の 新しい アル カリ 乾 電 
池 と 交換 し て くだ さい 。 


千 人 和俊 初めて 電源 を 入れ る と き は 


購入 時 に は 輸送 時 の 衝撃 か ら Eh 字 ヘ ッ ド を 保護 する た め 、 厚紙 で Eh 字 ヘ ッ ド を 固定 し て あり ます 。 
使用 する 前 に この 厚紙 を は ず し て お きま す 。 


11 一 13 ペ ー ジ を 参照 し 、 バ ッ ク ア ッ プ 用 乾電池 の セッ ト 、 電 源 の 接続 を 確か め て くだ さい 。 
購入 後 初め て 電源 を 入れ る と き は 、 メ モリ と いう 記憶 装置 の 中 を きれ い に (クリ ア ) し て お きま す 。 
2 回 目 か ら は 電源 スイ ッ チ を 押す だ け で スタ ー ト し ます 。 


| "で | と | 回 を 同時 に 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 押す 。 


操 
作 
の 
に 


に 


画面 に メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 見え 
な いと き は AC ア ダ 
プ タ の 接続 等 を 確か 
め た 後 、 表 示 濃 度 調 
撃つ まみ で 調整 し て 
くだ さい 、。 


日 本 語 ワ ー プ ロ の 入 
編集 画面 が あら わ 
れ ま す 。 


Bi.NF ea 5 F 本 F 5 
5 hi / 7K に りり 中 


表示 濃度 調整 つま み で 画面 の 濃 さ を 調整 する 。 


き ある 程度 使用 され た 後 この 操作 を 行う と 、 文 書 や 本 機 に 登録 し た 外字 、 ユ ー ザ ー 辞 書 等 


は すべ て 消去 され ます . 


お し ゃ れ で ちい さ な ス ポー ツ カ ーMg-53。 
丘 を 越え る と モダ ン な 白い 建物 が 目 に は いる 。 


も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 夕 日 に 染まっ た テレ ビ 塔 。 


どこ か く 先 つみ まし ょ つ 


ペー ジ 
16 スタ ー ト の し か た / 終 わり か た 
17 画面 の 見 か た 
18 か な 入力 と ロー マ 字 入力 
19 キー 上 の 文字 を 打ち 分 ける 
20 入力 する 前 の 注意 
21 簡単 な 修正 の し か た 
22 ひら が な を 書く 
24 カタ カナ を 書く 
25 英文 字 / 数 字 を 書く 
26 漢字 に 変換 する (文節 変換 ) 
27 長い 文章 を 一 括 し て 変換 する 
( 連 文 節 一 括 変換 ) 
28 うま く 変 換 で き な い と き は (文節 縮め / 伸 ば し ) 


ペー ジ 
29 うま ぐ く 変換 で き な い と き は ( 単 漢字 変換 ) 
30 修正 の し か た 1 (1 字 削 際 、1 字 挿入 ) 
31 修正 の し か た 2 (上 書 、 挿 入 ) 
33 プリ ンタ の 準備 (リボ ンカ セッ ト の セッ ト ) 
34 用 紙 を セッ ト す る 
35 印刷 する 
36 印刷 時 の 注意 
37 文書 を 保存 する 準備 (初期 化 ) 
40 文書 を 保存 する 
42 ワー プロ の 終わ りか た 
43 キー ボー ド の 配列 に つい て 
44 配列 を 切り 換え る 


の 
に 
か 
SN 
使 
7 
て 
み 
ま 
レ 
よ 
の: 


スター ト の し が だ / 終 わり ガ だ 


ます 次 の 事 を 確認 し て くだ さい 。 
@ バッ クア ッ プ 用 乾電池 は 入れ まし た か ?( 補 10 ペ ー ジ ) 
@AC ア ダブ プ タ は 正しく 接続 し まし た か ⑦(g11 ペ ー ジ ) 
@ 購入 後 初め て 電源 を 入れ る と き は 14 ペ ー ジ の 操作 を し て くだ さい 。 


スタ ー ト の し か た 
| 電源 スイ ッ チ を 押す 。 


〇 2 回 目 か ら は 電源 スイ 
ッ チ を 入れ る だ け で ス 
ター ト し ます 。 


VC 計 21 門人 Sv | 


表示 濃度 調整 つま み で 画面 の 濃 さ を 調整 する 。 
。 回 5 還 罰 語 加 2) 36 抹 4 舌 二 上 f「| E 


| 電源 スイ ッ チ を 押す 。 
| 。 | 作成 中 の 文書 や 操作 設定 等 は 消え ず に 残っ て いま す 。 


Nd 


ー 注 意 バック アッ プ 用 乾電池 は 必ず セッ ト し て くだ さい 。 (10 ペ ー ジ ) セ ッ ト し て いな いと 、 
* 電源 を 切っ た と き 作 成 中 の 文書 等 が 消え て し まい ます 。 ま た 充電 電池 や アル カリ 乾電池 
で 使用 する と き に は 電源 が 入り ませ ん 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が 動作 中 や 印刷 中 は 電源 を 切ら な いで くだ さい 。 フ ロッ 
ピー ディ スク の 内 容 が 壊れ た り 、 故 障 の 原因 に な り ま す 。 
@ 本 機 は オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 に より 、 キ ー を 押さ ず に その まま に し て お く と 10 分 後に 電 
源 が 切れ ます (充電 電池 、 ア ルカ リ 乾 電池 使用 時 の み )。 オ ー ト パワ ー オ フ は 5 分 、10 分 、 
- 20 分 の よう に 時 間 を 変え た り 、 オ ー ト パワ ー オ フ を し な い 設 定 に 変え る こと が で きま す 。 
(gw『 ワ ー プ ロ 」189 ペ ー ジ ) 
@ 本 機 の スケ ジュ ー ル で アラ ー ム を 設定 する と 、 自 動 的 に 電源 を 入れ て (オー ト パ ワ ー オ 
ン ) ア ラー ム 表 示さ せる こと が で きま す 。(〈w『 ス ケ ジ ュ ー ル 』66 ペ ー ジ ) 


画面 の 見 だ 


日 本 語 ワ ー プ ロ の 画面 を 例 に 説明 し ます 。 本 書 で は 画面 の 必要 な 部 分 を 表示 し て 説明 し て いま す 。 


し まっ 3 ツ ダー は ー ノ 較 ハハ < 了 B JHT に RU Br 寺 コ 用 本 が 
e カー ソル か 2 Ye は 短 了 宝生 、 測 H92t  2hS 
ンー 還 同 陣 


oN UK 


GE0RB2S 人 ANDSER2232RSRR5iEIy2S 
に りー ーー 國 BIN2804e02 和 る りり SA こ 19 に BOSS な 1 に AiuAOSE2 
嘩 | 韻 國 
KissO 和 6 YIO 
で 移動 し ます 。 生計 時 CH ERIEIRSRHOSBH 
上 


nM 還っ は SI KS 人 0 08 な 人 1 芝 33R 計 09R EN RE 2 7 DR 4 * 


本 2 は を は 2 こ っ 導い yt 人 


・ 制 人 スペ ー ス 1 時 PHP TAU2teTOT EER 
文字 が 入力 され て いな い ス ペー | 剛 還 間 NNNNNE00NNIUINIIININSRININNRGNNHEIHIK 


ス し UK mr AP YS 10 主人 入 1 全て に SW 108 0 15) 
o 


詩人 MM 前 Ba 2 間 し て 2S ED 2 加計 * 半 Io CS 代 需 に G は っ 0 で 1 靖 き E 


ee ド 行 ) し は TE か その 雪 300 時 っ 志和 JSP 


し 和 陣 信販 EK MTKYBP NR と UERG まる 作 に HIX で NR 了 た 28" SH 5 IE で の PH 
le] | ro | の 機能 を 表示 ま 生じ に 介 に る る : 0 PIm g 補 lr: 


し 人 人 っ 作 人 。OEO は = ラズ 革 70 ま 5 70 いっ 1 て 3 13 ーー NIL 10 サ は (EET 


用 攻 サ イズ | 印 届 モー ド ]| ヵ ー ッ ル 軒 || 
現在 使用 し て いる プ | 設定 され て いる 用 紙 || 「 縮 小 ED 刷 」 カー ソル の 位置 を 表 
ログ ラム メニ ュー 名 || の サイ ズ を 表示 し ま || し た と き に 「 縮 」 が || 示し ます 。 

を 表示 し ます 。 39 表示 され ます 。 (ペー ジ 


か な 入力 か ロー マ 字 
入力 か を 表示 し ます , 


ジ - 行 - 桁 ) 


(切り 換え は Ei| 
を 押 し な が ら | 叶 ) 


日 本 語 ワー プロ 議 5 


数 / 桁 数 


行 機能 / シ フト 表示 文字 サイ ズ 文字 種類 
設定 ピ 


、 壇 % キ ー) 
を 表示 し ます 。 


rw て 放 ま < 0 汐 人 さ fi(Y | | 


な 入力 と ロー マ 字 入力 


文字 を 入力 する 前 に 入力 方 法 を 決め ます 。 入 力 方 法 に は 「 か な 入力 」 と 「 ロ ー マ 字 入力 」 の 2 通り が あり 、 ど ちら に も 長 
所 と 短所 が あり ます 。 自 分 に あっ た 方 法 を 選ん で くだ さい 。 
で PR し ます 。 


を 提 し て 入力 し ます 。 


ーー 回 周 ol 回 同 回 回 順 

に SB フー フ 【 人 4 維 こ 0 親 上 T 回 | 同 | 川 :| | を - 則 了 賠 机 過 則 国 較 

[。 IN | Jlkll 中 記 商 II 則 陣 人 三 

長所 : 同じ 文字 を 入力 する の に ロー マ 字 入 sl 川 。 同 
力 に 比べ 押す キー が 少な い 。 岬 (回国 回 Ji に ll 

短所 : 押す キー の 種類 が 多く 、 キ ー の 配置 
を 覚え に くい 。 


VO みて 誕 史 | 0 潤 人 9 は fi(Y 


・ ロー マ 字 の つづ り の 通り に キー を 押し て 入 
力 し ます 。 


ーー トー ュー 


IEILILILIEILILEI に IE 
回 | 国 | 加 | 有 | 還 || 回 


s 川 K | ] 
長所 : 英文 タイ プラ イタ ー と 同じ 配列 。 ア ト kl | Gaiaiyilt ] 
ルフ ァ ベ ッ ト の 配列 だ け を 覚え れ ば 国 同国 y 順 一 咽 
よい 。 
短所 : か な 入力 に 比べ キー を 押す 回 数 が 多 
人 


中 


R | 


k 民 


急 @ キー ボー ド 上 の か な の 配列 は JIS 配 列 に な っ て いま す 。 他 に も 新 JIS、50 音 順 の 配列 に 
する こと が で きま す ( 呈 43、44 ペ ー ジ ) 。 本 書 で は JIS 配 列 で 説明 し て いま す 。 


キー 上 の 文字 を 打ち 分 ける 


キー の 上 面 に は 何 種類 か の 文字 や 記号 が 書か れ ね て いま す 。 こ こ で は その 打ち 分 け か た を 説明 し て いま す 。 
一 ひら が な や カタ カナ を 入力 する と き : を 押し て 「 か な 」 モ ー ド に する 。 
を 押す た びに 「 か な 」 と 「 カ ナ 」 が 切り 換わり ます 。 
「 か な 」: キー 上 の ひら が な に 従っ て 押す と ひら が な が 入 


力 さ れ ま す 。( 漢 字 に 変換 する 場合 も 必ず この 
モー ド に し ます 。) 


「 カ ナ 」: キー 上 の ひら が な に 従っ て 押す と カタ カナ が 人 入 
力 さ れ ま す 。 


英 文字 や 数 字 を 入力 する と き : を 押し て 「 英 数 」 モ ー ド に する 。 
を 押す た びに 「 英 大 』 と 「 英 小 』 と に 切り 換わり ます 。 


「 英 大 」: キー 上 の アル ファ ベッ ト に 従っ て 押す と 大 文字 、 
| ze| を gm し な が ら 押 す と 小文字 が 入力 さ 


れ ま す 。 
「 英 小 」: キー 上 の アル ファ ベッ ト に 従っ て 押す と 小文字 、 


ES: し な が ら 押 す と 大 文字 が 入力 さ 
れ ま す 。 


「 か な 」 モ ー ド 
| で | を 押し な が ら 押 す 
ヘッ ダー が 
「 か な 」 の と き 「 あ ぁ 」 
「 カ ナ 」 の と き 「 ア 」 コ 
その まま 押す 
Nm 二 
「 か な 」 の と き 「 あ 」 
「 カ ナ 」 の と き 「 ア 」 


| ・| 較 | を fc な か が g| 開 | 要 数 | 薄 | を 押す と テン キー ー が 使え る 


間 峰 由 | ll di [| 回 | 還 0 二 ーー 
瑞 剛 賠 剛 | し elulele ku 隊 | 叫 または | 較 | 才 す と 解除 され ます 。 
固 回 軒 I 還 | 国 国 | 還 | 同 | 回 | 還 | awkowep 


誠 | 


司 上 


還 


9 


テン キー モー ド で は テン キー 以外 の 文字 キー は 使え ませ 


1 


は 


Or みて 州 記 | 0 油 人 


(文字 入力 の し ガ が な) 


入力 する 前 の 注意 


キー を 押す と き は 軽く 、 


ワー プロ は 英文 タイ プラ イタ ー と は ちがい 、 キ ー を 力強く 押す 必要 は あり ませ ん 。 軽く 押す だ け で けっ こう で す 。 
この と き あ まり 長く 押し 続け て いる と 、 文 字 キ 一 等 は オー トリ ピー ト 機 能 が 働い て 同じ 文字 が いく つも 入力 され て 
し まい ます 。 キ ー は で きる だ け 短 く 、 は ず む よう に 押し ます 。 


(オー トリ ピー ト 機 能 


Vs て 上 2 0 疹 ASfniv | | 


まず 両手 を 図 の よう に 置き ます 。 この 指 の 位置 を ホー ム ボ ポジション と 呼び 、 どの キー を 押し た 後 も 必ず を この 位 
置 に 記し ます (||。 | と | | の キー に つい て いる 容 忠 を 上 に する と 便利 で す 。) 
じ oct な り 


IgE3IE2IEIEIES 還 | 図 | 回 | 四 | 較 | 限 枯 3 
532IIEHI 剛 同 賠 回 回 
回 回 右 峰 回 回 較 剛 | 回 男 隠 到 居 | 
lk INR EMI 贈 賠 

/ 回 還 要 


3 


各 キ ー は 、 下 図 の よう に 割り 当て た 指 で 押す よう に し ます 。 最 初 は 目 で キー の 位置 を 確認 し な が ら 押し て くだ さい 。 
練習 し て いく うち に 、 指 が キー の 位置 を 覚え る よう に な れ ば 画面 だ け を 見 て (キー を 見 ず に ) 入 力 し ます (プラ イン ド 


タッ チ )。 
rlzllsl に ls 


商 里 な 修正 の レガ だ 


この 先 の 説明 を 読み 進め て いく 中 で 、 も し 入力 を まち が っ た と き に は 次 の よう に し て 修正 し ます 。 
還 ま ち が え た 文字 を 消す に は | 叶 を 押す 。 (カー ソル の 前 の 1 文字 が 消え ます ) 


weti0WAAE 


画 六 字 キ ー を 押し た 直後 、 文字 を すべ て 消し た いと き は | | を 押す 。 


W 
| を 押す 。 


の を 押し まち が えた ら | 吾 | で 回 を 消す 。 (回 は 行 を 変え る マー ク で す ) 


し トッ セタ ら る yl ん ・・ 


回 : 拓 回 を 消す 。 


名 “カー ン ル は (し 1) [一 で 移動 し ます 。 
@ [名 を 消す と マー ク の あっ た 位置 に 次 の 行 の 文字 が 詰まり ます 。 た だ し 次 の 行 の 先頭 
に 文字 が な いと き (制御 スペ ー ス 「・」 の と き ) は 詰まり ませ ん 。 


は 


Vr みて 州 2| 0 汐 人 


右 の よう な 文章 を 入力 し 、 一 


部 分 を 修正 し て Eh 刷 し て み ま 

し よう 。 

まず は ひら が な で 「 お し ゃ れ 較 

で ちい さき な 」 と 入力 し ます 8UY れ で 5 いま 6A#-7 カ -M9-58. 

くだ さい 。 を 半 6 と モタ ソ が 昌和 独 衣 に は いる . 
529L 生 と て きた 。 2 に 擬 ま っ た テル ル 党 

キー の 表記 の 約束 | 「 カタ カナ 変 舞 ] .….………………. ー | を 生 す (機能 名 だ け を 表示 ) 

(ラフト 」+[ ゃ や … の li …… | で | を 押し な が ら 」 剛 を 押す 。 
4 ーー ス ルス 


ず 日 本 語 フ ワープロ 獲 36 行 4 本 


導電 情 要 9 電池 pF TAIaWE の 8 過 財 編 統 t 昌 負 9 り が 條 PA 事 6 も are = 旨 双 目 が 0 生 り WU に 用 いま 


ET EAIE 馬 生 作 科 CREE Ed 間 Re 間 民有 肖 本 3 語 let 上 HiO 全 [ME 2 に 靖 R 本 抽 利伸 R 3 肌 肖 R IO 導 KMH に 


「 お し ゃ れ 」 を 入力 する 。| 較 


6 
お 


回 且 中 + 


36 行 利 桁 


1 - 


婦 “2 の よう に 反転 され た 状態 を 「 未 確定 」 状 態 と 呼び 、 
る こと も で きま す 。 漢字 や カタ カナ に 変え る 方 法 は 26 ペ ー ジ 以降 で 説明 し て いま す 。 


ぐ G「 か な 」 に な っ て いな 
いと き は 
(か な / カ ナ ) 

で 切り 換え ます 。 


< ゃ 」 の よう な 小さ な 


文字 は (シフ ト を 
押し な が ら | | 図 を 
押し ます 。 し -、 


ひら が な の まま で よ 


い の で [ 無 変換 ] を 
押し ます 。 


この 状態 か ら 漢字 や カタ カナ に 変え 


@ 3 の よう に 反転 (黒い バッ ク ) が と れ て 初め て ワー プロ 内 に 文字 が 書か れ た こと に な り ま 
す 。 こ れ を 「 確 定 す る 」 と 呼び ます 。 


了 析 生出 人: 誠 人 


誠志 還 1 ) 介 Y 科 本 、 OB 信 っ ま 92 こい 


' 市 回 同 同 同 誤 


、 関 
7Y 川 ] 科 
が 
fi 1 


だ く 点 (「 が 」 の 「 ヽ 」) 


半 だ く 点 ば 」 の 「* 


読点 "は 、」 の 「 、」) 


1 3 2 1 や 本 5 


流れ 二村) 科技 生 この 生玉 は 


園 陳 間 + 賠 


句点 です 。」 の 「 。」) 


そく 音 や っ と 」 の 「 っ 」) 


回 回 較 革 疲 圏 


回 + 回 


Or みて 州 | 0 滑 人 は fi(Y | | 


細 


は 


V' みて 放 0 汐 人 


1 

P W 

W 

IN 4 | 賠 

季 

1 

1 

1 


カツ カナ を 書 ぐ 


次 は カタ カナ の 入力 で す 。 カ 
タカ ナ の 入力 に は 2 通り の 方 
法 が あり ます 。 


ここ で は 「 ス ポー ツ カ ー」 を 2 
通り の 方 法 で 入力 し ます 。 


$L ゃ A て は た 7 カ HM9-5 1. 
を 閉 46 と モタ ダッ 4 日 U 乱 に は いる. 
9 し 生 (と て また. に 北 ま うた テル ビ 芝 


ば を で ば テー っ ・ と 入力 する 


所 〇 や ヘッ ダー は 「 か な 」 の 
まま 。 
旨 長 音 「 一 」 は 問 


ぬら ベッ ダー に 「 カ ナ 』 と 
Et 表示 され ます 。 


] 水 語 フ ー ニー イロ 


@「 ヴ 」 は ロー マ 字 入力 で カタ カナ モー ド の と きのみ 入力 で きま す 。 ([ V ][ U )) 
か な 入力 で は 2 文字 に な り ま す 。( う ・) 


央 文字 / 数 字 を 書く 


を 説明 し ます 。「M9g 一 5 3」 
と 入力 し ます 。 


ぉ し 4 で 442 ボ ホー リカ -M9-5 3」 
[を 趣 6 と モタ ソ 4 日 い 介 物 が 日 に は いる . 
も 99 し 行 (と 上 (きた. 2H に 溢 ま っ た テル ル 敬 


ec 人 な 


ヘッ ダー に 「 英 大 」 と 
表示 され ます 。 


ハイ フン は 


表 還 「M9 一 5 3」 と 入力 する 。 


ーー ニニ ニニ ンマ ppm お ヘッ ダー が 「 英 大 」』 の 
|/ 一 ー 回 肥 紳 較 MI sil と き を 押 
g nps ーー し な が ら 文 字 キー を 

6 電 有 are oh ポーーーーー 押す と 英 小文字 が 入 


力 で きま す 。 


や 名 読点 は 英 数 モー ド 
で は 入力 で きま せん 。 


ひら が な を 入力 する モー ド に 戻す 。 寿 


次 の 行 の 先頭 に カー 


ソル が 移動 し ます 。 
日 太 語 フー プロ 本 Bi ぐ 改 行 マ ー ク は [後退 
で 消す こと が で きま 
際 す 。 


名 @ ロー マ 字 入力 の と き は 、 ヘ ッ ダ ー の 表示 が 「 か な 」、「 カ ナ 」 の まま で も [ シフ ト ] を 押 
陸生 笠 "し な が ら 文 字 キ ー を 押す と 、 英 大 文字 が 入力 で きま す 。 


可 


は 


rw て 州 U 滑 人 


漢字 に 変換 する 多 


漢字 は 直接 入力 する の で は な 
く 、 ひ ら が な で 漢字 の 読み を 


入力 し 、 漢 字 に 変換 し ます 。 # ぉ しゃれ で 外れ な 2 ボー リカーM9-5 9 
ここ で は 「 丘 を 越え る と 」 と ー る 2 
いう 芝 導 矯 Cm101 パ ご を 此 46 と モタ ソノ 日 い 先物 が 介 に は いる. 


に 分 け て 入力 し ます 529 し (WAC 誠 . 2H に 計っ た テル 


漢字 の 読み を 入力 する 。 


お ヘッ ダー は 必ず 「 か 
な 」 に し て お いて く 


みて 誕 | 0 澄 は (Y IN | 


・ だ さい 
4 に 】 
60628EID1R 計 ES 


| sy%ww を 押す 。 


・「 AM 人 as eee 2 


目的 の 漢字 が 表示 され る まで |sW 紅 。 を 押す 。( こ の 場 | Cuse 


合 は 2 回 ) を 押し な 
| NG Ii の が ら [ 前 候補 ] を 押 


す と 、 ひ と つ 前 の 候 


補 漢 字 が 表示 され ま 
| を 押す 。 0 


0 い 文字 の 白黒 反転 と 下 
間 細 半 に 。 EHDODiGHR DBSNHUHIORBEERGIE 間 HH 線 が 消え 確定 され ま 


す 。 確 定 後 は 変換 で 
きま せん 。 


人 2 EE いつ は Nm 生き 9 れ は AWK 2 上 社 9 (US 2 日 いた は 下 > 35 まま 。 宮 紹 、 人 8 し 


@ 渓 字 に 変換 する 場合 に は 、 読 み を ひら が な で 入力 し て くだ さい 。 カ タカ ナ て 入力 (24 
9 ペー ジ 方 法 2 ) す る と 漢字 に 変換 で きま せん 。 ま た まち が っ た か な 使い や | 旧 か な 使い で 
も 変換 され ませ ん 。( 例 : か ん ず め メー か ん づめ 〇 ) 
急 。% 上 記 の 操作 を も う 一 度 行う と 、「 岡 を 」 で は な く 「 丘 を 」 が 完 に 表示 され ます 。 こ の よう に 
一度 変換 、 確 定 し た 文字 は 、 次 回 か ら は 最初 に 表示 され 、 よ く 使 う 漢 字 の 順番 が 前 に な 
り ま す 。 こ れ を 学習 機能 と 呼び 、 電 源 を 切っ て も バッ クア ッ プ 乾電池 に より 記憶 され て 
いま す 。 


長い 文章 を 一 括 し て 妥 換 する ( 連 文節 一 括 変 損 ) 


漢字 、 カ タカ ナ 、 ひ ら が な の 


混じっ た 長い 文章 も 15 文 節 40 

字 まで 一 度 に 変換 で きま す 。 

ここ で は 「 モ ダン な 白い 建物 

が 目 に は いる 。」』 と いう 文章 を # し f れ で 642 ボー カーM9-5 3. 
rieekonMi F& 直 46 と モタ ダッ が 晶 り 物 旭 に は 3, 

力 す る こと が で きま す 。 629L 行 (と C4 て きた 2 日 に 染 まう た テル ル 芝 


お し ゃ れ で ちい こ な ス ポー ンカ ーMg - つ ら 53 9 NMMINDNNISH | 


や 一度 に 変換 され ます 。 


[改行 」 を 押す 。 


お し 加 衝 W 客 MWN 導 次 泊 カーMg て 5 大 RWMWG と:・ し いい ャ | 


や 確定 と 行 を 変え る 操 
作 が 一 度 に で きま す 。 


ー5 3。 阿 
丘 を 越え る と モダ MUNYU ob ie 


DDS FE 章介 


名 < 文字 を 確定 する と き 、[ 実 行 ] を 押さ ず に 続い て 文章 を 入力 する と 自動 的 に 前 の 文字 が 確 
定 され ます 。 


e 同 じ よ うな 文章 を 何 度 も 入力 する と き は [前 入力 呼出 ] を 押す と 、 直 前 に 確定 し た 読み が 
表示 され ます 。 (中 『 ワ ー プ ロ 』47 ペ ー ジ ) 


e ちがう 漢字 が 表示 され た と き は 、 カ ー ン ソル ( 白 黒 反 転 さ れ て いる と ころ ) を [ 
[ 一 ] で あわ せ 、[ 変 換 ] で 目的 の 漢字 に 変換 する 。 


PSEEENEPYTEEEEPNETPTT EE 
カー ソル を 移動 [ 委 換 ] を 2 回 押す 。 


上 


は 


V' みて 州 ま 2 0 汐 人 


うま く 変 抱 で さき ね な | と き は (文人 縮め / 伸 ば し ) 


ワー プロ で 自動 的 に 区 切ら れ 
た 文 節 が まち が っ て いる と き 
に は 、 文 節 を 伸ばし た り 、 縮 
め た り し て 正しく 修正 し ます 。 


も うす こし "も うす こし 


人 6, 


U' み で 州 光 1 0 滴 人 9 i(Y 


た ) (シフ ト 
十 し 。 ] [変換 ] を 押す 。 


お し ゃ れ で て あい さ な ス ポー ツ カ ーM ggー5 3。 央 ・・・ に トー トト に ・ に ド に トド に ・ に ・・・ー 
還 各 越え る と モタ ダン な 白い 建物 が 目 に は いる 。 隊 ・・・・ バ に ドド で ドド で ここ に ・・・・ 


LE し 0 に AiM 岩出 DDH 
較 行 く と 遇 えて 了 了 
文節 縮 ] を 押し て 「 申 す 」 の 文節 を 「 も う 」 に 縮め る 。 文節 を 伸ばす と き 


[シフト 文節 伸 
お し ゃ れ で ちい さ な ス ポー シカ ーMg 一 5 3。 人 回 ・・・・・・・・ ト ーッ ーーーーーーー・ 
ER ZAI8E2N 目 0EEEN の IE 半 AAR 提 USUNIISHeSR5WIN い っ 
認 略 少し 行く と 見 IO た 1R 紳 屋 思い > 天 PIE 


0 由記] 


[実行 を 押し て 確定 する 。 


お し ゃ れ で ちい さ な ス ポー ツ カ ーM g Eio1lo1 則 し” し Ni 上 DTClsP 員 BMPNIK1INEJNETiN8R 円 
丘 を 越え る と モダ ン な 白い 建物 が 目 に は いる 。 人 ・・ ド トト トト トト トト トト トド の 
ea の ruYal トル 振 和 Ad 因 1 隊 旨 提 0 本 1 ORHM7NDGETML IE の 


KCE 揚 ECMKRSEET 揚 旨 電設 Kr N 間 に 介 


多 文節 が まぎらわしい と き は 、 あ ら か じ め 文 節 の 区 切り を 指定 する と 正しく 変換 され る 確 
率 が 高く な り ま す 。 
入力 する と き に 、 文 節 の 区 切り 目 で [ 文節 縮 】 を 押し ます 。 


同行 くら 見 ませ 二 が UN 


うま く 放 提 で きか し いと き は ( 喝 ) 


人 名 や 地名 の よう に 特殊 な 読 
み の 文 節 で は うま く 変 換 で き 
な いと き が あり ます 。 ご この と 
き は 1 文字 ずつ 漢字 に 変換 し 
ます 。 


と う ご 凍 刀 唐 増 壇 株 


V'C 誕 史 2| 0 浴 人 は fi(Y | 


邊 間 os 33 
 」( 節 換 ] と 押す 。 
肝 | お じい ゃ ぷれ で ちいさな メ ポ ー ツ カーMg-53| 納 に に ・・ ド ドーラ ・・・ー・・・ 


丘 を 越え る と モダ ン な 白い 建物 が 目 に は いる 。 人 ・・・ ド に に ド に トゥ に トト に トゥ に ドー トッ 
も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 較 還 還 染 まっ た テレ ビ 問 う ・・・・・・・・・ーーーー・・ 


カー ソル を 問う 」 に あわ せ て [ 単 漢字 ] を 押す 。 


NZ ンー ご !」 コ 」 さ ト ー ラ フレ メー や トー メー 『.】 の 辱 りこ ニ 明 本 
の ナ : の 三 馬 国谷 XX ・ 
貞和:EEsRRaIHHHMRUBN る て ュー ュー ナニ 本 を rr ので ミー を ミト うさ 目 
牧人 EGRECHSNEAMZOHUZNISTUUONIRHEHI 目 , 講 衣 楽 宛 り ( き キモ カ 5 2 で り た っ 
> に 
0 人 MURRAY 79 生 唐 刀 筒 騰 棟 免 因 桶 
上 RS 
SHRS3HN 后 HHRHHH3HiSEHPSHDH1H3 各 埼 痢 嶋 濁 頂 醒 模 清 療 


で 読み の わか ら な い 漢 字 
は 部 首 や 画数 で 変換 す 
る こと も で きま す 。 


Cw 『 ワ ー プ ロ 』42、44 
ペー ジ ) 


[実行 ] を 2 回 押し て 確定 する 。 


幸 必 史料 で 科 き 欄 スポ ボー ツガ ーーM 訪 人 
丘 を 越え る と モダ ン か な 白い 建物 が 目 に は いる 。 RF AE 
遇 う 沙 も 特 く 上 算 え で て きた, ダ 日 に 染まっ だ 示 じ E 匠 還 We こい 


デー (ララ ド J+ 紀生) と 理 し て 「 。 」 を 入力 する 。 


路地 示 あ あな 内 ご WE 
丘 を 越え る と モダ ン な 白い 建物 が 目 に は いる 。 圏 ・・・・・・・ ド に ドド に に に こう に 
もう 少し 行く と 見 えて きた : 夕日 に 染まっ 夫 た テレ ビ 増 。 語 "・・ oi 5 


NN 


修正 の レガ だ 1(=( き ) 


[後退 ] や [取消 ) の 他 に も いろ 


いろ な 修正 の し か た が あり ま 1 字 削 除 
す 。 ま すず 文字 の 削除 と 挿入 で 2 
He2HIEJFLiEIKHEL 
使っ て 修正 し て み ま す 。 

1 守 挿 入 


HEEIM 問 kHE 較 上 


カー ソル を 「 で 」 に あわ せる 。 


Or みて 誕 J U 入 は fi(Y 


者 較 eXKAW 力 Ma や 紀生 蘭 Sh で て 削除 し た い 文 字 に カー 
丘 を 越え る と モダ ン な 白い 建物 が 目 に は いる 。 仙 ・・・・・ に トー トー トト ーー トー トーーーー ソル を あわ せま す 。 
AR4E お 鐘 きた 旧 に 紹 ま っ た デビ 揃 。 は いい て ・:・・・ さ ーー・ 


1 字 削 除 」 を 4 回 押す 。 る 押す ご と に カー ソル 位 


置 の 文字 が 1 文字 ずつ 


し レン ア ) et ソリ ep PAN 削除 され 、 以 降 の 文字 
丘 を 越 和え ラン モ ゲ ン な 白い 吉 析 が 目 に は いる . CE 3 な 2 は 左 に 詰まり ます 。 


も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 日 に 染まっ た テレ ビ 寺 NEVERBH090H13 SiS 


ー ハ 二 空 … 文 字 を 入れ た い 位 置 に 
カー ソル を 「 M」 に あわ せ て [ 1 字 挿 入 | を 押す 。 般 rt 


お し ゃ れ な スポ ー ツ カー 還 Mgー5 3。 に より 1 1 導い 
ER の 286 の ンド 邊 SN 二 箇 の 目 選 條 0 和 6 生 
eKe 見 IGG 電 内 0 夕 目 記 旬 まう 782802 選 暗 和 ReedtNetetistn it 


[ シフト ] 十 [ 、 を 押し 、 [実行 ] で 確定 する 。 


お し ゃ れ な スポ ー ツ カー、 IS 人 H9HEE3ANLSSOIGIGISUSVIHRCSeSee8 
を 組 え る と モタ ンジ いい 還 仙 が 上 に は いる 、 KEN ONRSRH2H HRCIWts 
親和 示 時 20 ま る だ 所 も 介入 seisIUeTNII 


Q  * | 字 削 除 、1 字 挿入 は 変換 する 前 (文字 が 白黒 反転 し て いる 状態 ) で も 使え ます 。 


\ 
山 


し ーー J で カー ソル を  [ 1 字 削 除 ] を 押す 。 カー ソル を 戻す 。 
削除 する 文字 に 移動 
する 。 


修正 の レガ だ ーー 挿入 ) 


文字 の 入力 、 編集 に は 、 上 書 
モー ド と 挿入 モー ド が あり ま 上 書 モー ド 
す 。 上 書 モ ー ド で は 、 文字 の 


上 か ら 入 力 す る と 新しい 文字 
に 書き 換わり 、 挿入 モー ド で 円 い 白い 坦 物 が 3 が | 白い 白い 較 耕 が 白い 較 耕 が 
は その 位置 に 挿入 され ます 。 


nr 


挿入 モー ド る 


ベッ ダー が 『 上 書 OR 


し レ しゃれ な スポ ー - ン カー、 8 
を 越え 


ー ソ ル を 「 建 」 に あわ せ て 開 較 還 取 明 + 
し っ )( そ (うぅ (変換 ] と 押す 。 


お じゃ 和夫 以 RM カ Me こら 3、 人 いい he の 1 て ・ く * 
丘 を 越え る と モダ ン か な 白 し 主 が 日 に し 2903 に EE 
も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 ダ 夕日 に 染まっ た テレ ビ 夫 。・・・・・・・・・・・ー バ ーー 


を 押す 。 cr 建物 」 の 上 か ら 「 別 荘 」 


が 書か れ ま す 。 


丘 を 越え る と モダ ン な 白い 別 笠 琴 晶 に は いる 。 At 4 < な 
も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 タ 日 に 染まっ た テレ ビ 塔 。・・・・・・・・・・・ バ ーー 


お お しめ 和 が 及 ボ こおり MATBB 間 0 yh WAR や うー | 


挿 人 / 上 書 」 を 押し て 、 ヘ ッ タ ダー を 「 挿 入 」 に する 。 


9 際 WeWS ツ カ ー、 寺本 DNENOCS rr 
作る も が か 剛昌 に に [292 ei 


※ 次 ペー ジ に 続き ます 。 


修正 の し ガ だ 2( 上 書 、 挿 入 ) 


カー ソル を 「 テ 」 に あわ せる 。 
お じゃ 所 な か スポ ドー ツガ カモ で 、 9 1 し | 
首位 生誕 ポン が 由 いか に は 22:vYoicwN8HBOIRI い Ei 
も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 タ 夕日 に 染まっ た 較 レ ビ 塔 。 
に 
る し ま )( シ フト]+( っ )( か )( な | 委 換 ] と 押す 。 
使 
お し ゃ れ な スポ ー ツ カー、 RI より RECHIGKDZNTE2 
あぁ 信 を 哉 え る と モダ ゲン な 白い 衝 が 日 に は 1 て る 。 ー SH 人 LHERHNGH 
3 も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 夕 日 に 染まっ た 蘭 較 革 較 ・・..・..・...:・・・・・ 
レ 
よ 
うつ 
ーー 赤 な 」 が 
、 実行 」 を 押す 。 <m「 真っ 赤 な 」 が 挿入 され 


ます 。 


訪 UDMA242N で ポツリ REN に HIDE HISMIHSHNNENNNIRRINMEHHNHNRMDNNNES 
ルー ルター ロニ IP HMSHE 
も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 夕 日 に 染まっ た 真っ 赤 な 較 レ ビ 増 。・・・・・・・・・・、 ・ 


| ( 畠 入 / 上 書 ] を 押し て ヘッ ダー を 「 上 書 』 に 戻す 。 


PPP 8 
丘 を 越え る と モダ ン か 白い 別 較 が 


(2 YA 1 TE ロン 


-5 3。 回 ・ 
目 に は いる 。 Hi 人 248 


ブリ ンタ の 準備 U ポ ッッ ト の セッ 


5 5 (感熱 紙 に 印刷 する 場合 は 必要 あり ませ ん 。) 


アク リル カバ ー を 開け る 。 リボ ンカ セッ ト の 回 り 止 「TYP E II」 と 書か れ て 
め を は ず し 、 リ ボン の た いる 面 を 上 に し て セッ ト 


る み を 取る 。 する 。 


V'wC 誕 光 0 漁 人 は fi(Y 3 


矢印 の 向き に 指 で 少し 回 
し て た る み を と る 。 


リボ ン が 正常 に 送ら れる アク リル カバ ー を 閉め る 


こと を 確認 する 。 


EH 字 ヘッ ド に 近い 側 を 
持っ て 手前 に 引く よう に 
| し て 持ち 上 げ る 。 


巻き 上 げ 軸 を 指 で 矢 の 方 向 
へ 回 し ます 。 


e 必ず 指定 の リボ ンカ セッ ト を ご 使用 くだ さい 。(99 ペ ー ジ ) 
呈 幼 WC Eh 字 ヘッ ド が 端 に き て いる と き は 、 手 で ゆっ くり と 中 央 へ 移動 させ て か ら 交 換 し て くだ 
さい 。 


ga @ リ ボン カセ ッ ト で A 4 用紙 約 13 枚 (けい 線 な し の 一 般 文 書 40 文 字 X36 行 ) 殺 刷 で きま す 。 


(EH 刷 の し ガ だ ) 


用 紙 を セツ ト す る 


今 まで 入力 し た 文書 を 印刷 し ます 。 こ こ で は A 4 サイ ズ (210X297m) の 用 紙 を 使い ます 。 感熱 紙 ( リ ボン カセ ッ 
ト な し で も 印刷 で きる 用 紙 字 36 ペ ー ジ ) 以 外 の 用 紙 を 使う 9 とき に は リボ ンカ セッ ト を セッ ト し て お いて くだ さい 。 
(g33 ペ ー ジ ) 


。 用紙 セッ ト つ まみ を 「 解 除 』( 水 平 の 位置 ) 側 に 回 し 、 用 ] 
| | 紙 差し 込み ロ の フタ を 開け 、 用 紙 を 挿入 する 。 


こさ 
に 
に こっ 
に 
の we 
2 に -* 
に に nr、 


VC 放 %C1 誠 A せ hi ls 


” 用 紙 の 左端 を 「 用 紙 左端 j に あわ せ 、 ま っ すぐ に 揃え る 。| 
時 用 紙 セ ッ ト つ まみ 


用 紙 送 り ノ ブ 
用 紙 和 を 端 の 
合わ せ 位 置 


。 | 用 紙 セ ッ ト つ まみ を 「 紙 押さ え 」( 垂 直 の 位置 ) 側 に 回 し 、| 
_ | 用 紙 送 り ノ ブ を 回 し て 一 度 用 紙 を 引き 込む 。 


| 用紙 送り ノブ を 送り 方 向 に 回 し て 用 紙 の 上 端 を アク リ | | "用 算 の 上 端 を あわ せる 


2 内 と き 、 用 紙 を 送る 方 向 
0 ルカ バー の 先端 に あわ せる 。 Seek で ぐだ. 
逆 方 向 で あわ せる と ず 


れる 場合 が あり ます 。 


用 紙 の セッ ト が 終わ れ ば 実際 
に EH 刷 し て み ま す 。 

還 刷 する 場合 に も いろ いろ な 
設定 が 必要 で す が 、 こ こ で は 
設定 を 変え ず に EH 刷 し ます 。 


臣 ッ プイ 臣 ! 


) を 押す 。 


ナ い % 家 上 |J 叩 に EI SN PT BTi PIN dL 人 


に] は 2) 


で 1 


. 用 紙 を 確認 し て [実行 」 を 押す 。 

お し ゃ れ な スポ ー ツ カー、Mg-53。 
丘 を 越え る と モダ ン な 白い 別荘 が 目 に は いる 。 

も う 少 し 行く と 見 えて きた 。 夕日 に 染まっ た 真っ 赤 な テレ ビ 塔 。 


画面 に 表示 され て いる 
頂 目 に つい て は 『 ワ ー 
プロ 』112 ペ ー ジ を ご 覧 
くだ さい 。 


ゐ ([F 2 ]( い いえ) を 押す 
と 3 に 戻り ます 。 


印刷 が 始ま り ま す 。 

途中 で 印刷 を 止め る と 
き は [取消 ) を 押し ます 。 

印刷 が に じん だ り 、 蒲 
いと き は 「 印 字 濃 度 調 
整 つ まみ 」 で 調節 し て 
くだ さい 。 

用 紙 の 質 に よっ て は 印 
刷 の 品質 が 悪く な る こ 
と が あり ます 。 


は 


Or みて 州 朱 | 0 汐 人 


印刷 時 の 注意 


Vi'%C て 誕 | U 閑 人 き (Y | 


刷 す る と き に は 用 紙 の 種類 や サイ ズ に よっ て いく つか 覚え て お く こ と が あり ます 。 


用 紙 に つい て 


ワー プロ で 使え る 用 紙 に つい て ぞ れ ぞ れ の 特徴 を 説明 し ます 。 目 的 に 合っ た 用 紙 を お 使い くだ さい 。 ま た お 買い 
求め に な る と き は 当社 指定 の 用 紙 ( 字 g 99 ペ ー ジ ) を お 勧め し ます 。 


較 感 熱 紙 

熱 に 反応 し て 黒く 発色 する よう 表面 処理 され た 用 紙 。 リ ボン カセ ッ ト な し で 印刷 で きる の で 経済 的 で す が 、 摩 擦 
や 熱 に 反応 し 、 長 期間 た つと 変色 し て し まい ます 。 長 期間 保存 する 場合 に は 複写 機 で コピ ー し て 保存 し て お きま 
じ よ うろ 。 

感熱 紙 に は 裏表 が あり 、 裏 に は リボ ンカ セッ ト な し で は 印刷 で きま せん の で 、 セ ッ ト す る 場合 に は 裏表 に 注意 し 
て くだ さい 、。 


一 熱転写 用 紙 
コピ ー 用 紙 等 と 違い 、 特 に 表面 が 滑ら か に な っ て いて 、 ワ ー プ ロ で の 印刷 に 向い て いま す 。「 ワ ー プ ロ 用 紙 ( 熟 転 
写 用 )」 と し て 市 販 さ れ て いる 場合 が あり ます 。 熱転写 用 紙 を 使う 場合 は リボ ンカ セッ ト を セッ ト し て くだ さい 。 


圏 その 他 

コピ ー 用 紙 等 も リボ ンカ セッ ト を 使っ て 印刷 で きま す が 、 表 面 が 滑ら か で な いと 印字 品質 が 悪く な り ま す 。 は が 
き は 官製 は が き を お 使い くだ さい 。 官 製 は が き 以 外 の は が き は 紙質 や 厚み 、 表 面 の 滑ら か さ に 差 が あり ます の で 
使用 し な いで くだ さい 。 別冊 「 ワ ー プ ロ 』122 ペ ー ジ 、「 住 所 録 】42 ペ ー ジ の 方 法 で 印刷 する と 、 は が き が カー ル せ 
ず に ( 丸 ま ら ず に ) 印刷 で きま す 。 


(| B 4 用 紙 を 使用 する と き 


B 4 の 書式 設定 で B 4 用 紙 に 印刷 する 場合 、 用 紙 の 右端 
の 文字 を 印刷 する 際 に リボ ンカ セッ ト 台 が 本 体 よ り 右 に 
は みだし ます 。 こ の た め B 4 用 紙 を 使う 場合 に は 必ず プ 
リン 右側 面 の ふた を 開け て お いて くだ さい 。 ま た ふた 
の 位置 に は 物 を 置か な いよ うに し て くだ さい 。 


圏 ふ た を 開け 忘れ た と き は 
B 4 用 紙 を 使用 中 に 、 ふ た を 開け 忘れ て 印刷 し よう と する と 画面 に 次 の ゆ の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


・・・・・・・・・| プリ ンタ の さよ ( 右 件 面 ) を あけ て くだ さい |.・-・.・・- 
PC IN 【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 0 の 折 


この メッ セー ジ が 表示 され た 場合 に は 、 プ リン 右側 面 の ふた を 開け て か ら [ 実 行 ] を 押し ます 。 


(保存 の し ガ な ) 


文書 を 保存 する 準備 次) 


作っ た 文書 は フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク (別売 り ) に 保存 し て お 
く と 、 後 で ワー ブロ 内 に 呼び 
出し て 追加 、 修 正 で きま す 。 


文書 フロ ッ ピ ー 


に 
3 
使 
の 
て 
の み 
ま 
レ 
よ 
つう 


操作 に 入る 前 に 


新しく 購入 し た フロ ッ ピー ディ スク に 文書 を 保存 で きる よう に する に は 、 必 ず 『 初期 化 」 と いう 準備 が 必要 で す 。 
初期 化 と は 、 白紙 に 文字 を 書く た め に マス 目 を 入れ る の と 同じ よう に 、 フ ロッ ピー ディ スク に 文字 を 書き 込め る 
よう に する 処置 の こと で す 。 初期 化し て いな い フ ロッ ピー ディ スク は 使え ませ ん 。 ま た 、 初 期 化 され た 文書 保存 
用 の フロ ッ ピー ディ スク を 文書 フロ ッ ピー と 呼び 、 一 度 初期 化す れ ば あと は ずっ と 文書 フロ ッ ピ ー と し て つか え 
ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各部 の 名 称 と 働き 
オー トシ ャ ッ タ 
指 で 開け て 中 の フィ ルム に は 触ら 
な いで くだ さい 、。 


ラベ ル 
保存 され て いる 内 容 等 を 
メモ し て お きま す 。 


ライ ト プ ロ テク ト タ ブ 
誤っ て 内 容 を 消し て し まっ た り 、 
初期 化し て し まう こと を 防ぐ こと 
が で きま す 。 (w41 ペ ー ジ ) 


に 注意] e 付属 の 補助 フロ ッ ピー や デー タ ノ ー ト フロ ッ ピー は 文書 保存 用 で は あり ませ ん 。 別途 お 
買い 求め くだ さい 。 3.5 イ ンチ 2DD タ イプ (推奨 品 当社 製 AF-MF2DD11) 
@ 初期 化す る と フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 内 容 は すべ て 消え て し まい ます 。 
フロ ッ ピー ディ スク を よく 確認 し て か ら 初 期 化 し て くだ さい 。 


- 文書 を 保存 する 準備 (初期 化 ) 


リフ が は 
NN 


_ [機能 2 ) を 押し て [F7)( 文 書 管理 ) を 押す 。 


~ ae 


寺 

使 

て 。  〔F3)(⑰ 期 化 ) を 押す 。 
ま 人 

レ 


選 本 機 に は 文書 保存 用 の 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
(文書 フロ ッ ピー) は 付 


属さ れ て いま せん 。 別 
途 お 買い 求め くだ さい 。 


呈 状 ax、 ジン 
[実行 ] を 押す 。 


Ei の 
出ろ じ UVYd あ か や 
ロ 


カチ ッ と 音 が する まで 入れ る 。 


K1 


ご 注意 


[F10]( 中 断 ) を 押す と 入力 編集 画面 に 戻り ます 。 


文書 を 保 存 する 準備 (初期 化 ) 


| Ge[F (いい え ) を 押す 
と 手順 1 の 画面 に 戻り 
ます 。 

ぐ 〇 初期 化 に は 約 2 分 か か 
り ま す 。 中 断 は で きま 
せん 。 

初期 化 中 に は フロ ッ 

“ ピー ディ スク を 取り 出 

代 | 剛 1 MS) さ な い で くだ さい 。 フ 

行 ] を 押す 。 ロッ ピー ディ スク の 内 

容 が 壊れ た り 、 故 障 の 

原因 に な り ま す 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に セッ ト し た フロ ッ ピー ディ スク に は 直接 触れ な いで くだ 
さい 。 ア クセ スラ ンプ が 点灯 中 に 触れ る と 、 正 常 な 動作 を し な く な る こと が あり ます 。 
取り 出す と き は フロ ッ ピー ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て 取り 出し ます 。 


WC 放 %d1O 門 人 SiY | | 


0 、 [F 8]( 保 存 ) を 押す 。 


rw 誕 ま U 光 入 は fi(Y 


先ほど 作成 し た 文書 を 分 類 名 「 入 力 の 練習 」、 文 書名 「 レッスン 1 」 と いう 名 前 で 保存 し ます 。 


し うま 200 20 本寺 


(1 2 


人 


0cH2NM7CNCI と 9 分 類 名 [入力 の 練習 ] 
MNT MIN 「 還 1 
同じ よう に 「 文書 名 」 を 入力 する 。 
000 2 の 還 ] 
SAIDN0HUNM 文書 名 [ レッ スン 1 圏 ] 
(実行) を 押す 。 


フロ ッ ピ ー を セット し て 実行 キー 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て (| 実行) を 押す 。 


夫 イ T 


保存 が 終わ る と 入力 編集 画面 に 戻り ます 。 


< 分 類 名 に は 文書 の お 
お ま か な 分 類 を 入力 
し ます 。 


ぐ 文 書名 に は タイ トル 
を 入力 し ます 。 

の [ 取 油 ] を 押す と 「 分 類 

_ 名 」 の 入力 に 戻り ます 。 


G フ ロッ ピー ディ スク ド 
ライ ブ が 動作 中 は 絶対 
に フロ ッ ピー を 取り 出 
さ な い で くだ さい 。 

… 保 存 し た 文書 を 削除 す 
る と き は 「 ワ ー プ ロ 』 
154 ペ ー ジ 、 呼 び 出す 
と き は 本 書 の 76 ペ ー ジ 
を ご 覧 くだ さい 。 


文書 を 保 邊 する 


本 機 で 保存 し た 文書 は 


当社 製 FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201、P501、P701、P301、K104、P501Al で 呼び 出し て 
使う こと が で きま す 。 

また 、 

当社 製 FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201、P501、P701、P301、K104、P501Al で 保存 し た 文 
書 を 本 機 に 呼び 出す こと が で きま す 。 


保存 し た 文書 を 消さ な いた め に 


大 切な 文書 を 保存 し た 文書 フロ ッ ピー を 誤っ て 初期 化し て し まっ た り 、 文 書 を 削除 し て し まわ な いよ うに 、 文 書 
を 保存 し た フロ ッ ピー に は 「 書 き 込み 保護 (ライ ト プ ロ テク ト )」 を し て お きま す 。 


ライ ト プ ロ チト タブ 


・「 書 き 込み 保護 」 位 軒 
削除 、 保 存 、 初 期 化 等 は で きま せん 。 


・「 解 除 」 位 置 
削除 、 保 存 、 初 期 化 等 が で きま す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の うら 面 


フロ ッ ピー ディ スク を 確認 し 、 操作 を 行う 場合 に は ライ ト プ ロ テク ト タ プ を 「 解 除 』 の 位置 に し て セッ ト し 直し 、 
[実行 を 押し ます 。 中 止 する 場合 に は [取消 ) を 押し ます 。 


に e 文書 を 保存 する と き 、 す で に フロ ッ ピー に 保存 され て いる 文書 と 同じ 分 類 名 、 文 書名 で 
内 容 の 異な る 文書 を 保存 する と 、 フ ロッ ピー に 保存 され て いる 文書 の 内 容 が 書き 換わり 、 
消え て し まい ます 。 必要 な 文書 は 分 類 名 また は 文書 名 を 変え て 保存 し て お きま し ょ う 。 


Or みて 州 | 0 浴 人 さ fi(Y | | 


fi 


に 2 


rw 州 2| U 清 人 


” 


ワー プロ の 終わ り ガ だ 


画面 表示 が 消え ます 。 


再び 電源 を 入れ て 使う と き は (全文 削除 ) 


再び 電源 を 入れ る と 、 電 源 を 切っ た と き に 表示 され て いた 文書 が 表示 され ます 。 別 の 文書 を 作成 する 場合 に は 次 


の よう に し て 文書 を 消去 し て か ら 作成 し て くだ さい 。 こ の と き 表 示さ れ て いる 文書 が 必要 な と き は 、 必 ず 「 保存 」 
(g40 ペ ー ジ ) の 操作 を 行っ て か ら 以 下 の 手 順に 従っ て くだ さい 。 


”  [F 4 全文 ) を 押す 。 


の 
よろ し いで すか ? 
い いい 


Ji "し MILUEUMMRMMNipe 


Y 。 表示 され て いる 文書 が 
較 (は い ) を 押す MA され ます 。 新しい 


文書 を 作成 で きま す 。 


[ 
ET BE 和香 


に 0 RE EE 4 2 EE N 遇 EFFECTIPH TU 内 胃 介 人 0IRS MR 国生 時 人 1 


ご 注意 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 動作 中 や 、 印 刷 中 は 電源 を 切ら な いで くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ 

スク の 内 容 が 壊れ た り 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 

@ 電源 を 切っ て も 作成 中 の 文書 、 入 力 設定 、 操 作 設定 な ど は 消え ず に 残っ て いま す 。 

@ 再び 電源 を 入れ た と き は 、 電 源 を 切る 直前 の 状態 に な り ま す 。 従 っ て 他 の ソフ ト ( 住 所 
録 、 ス ケ ジ ュ ー ル 等 ) で 電源 を 切る と 、 再 び 電 源 を いれ た と き に は 、 電 源 を 切る 直前 に 
操作 し て いた ソフ ト ( 住 所 録 、 ス ケ ジ ュ ー ル 等 ) の 画面 に な り ま す 。 

@ 大 切な 文書 は 万 が 一 の た め 、 電 源 を 切る 前 に 文書 フロ ッ ピー に 保存 する こと を お 勧め し 
ます 。 


キー ボー ド の 配列 に つい て 


本 機 の キー ボー ド の ひら が な の 配列 (並び か た ) に は JIS 配 列 、 新 JIS 配 列 、50 音 配列 の 3 種類 が あり ます 。 こ れ ら の 
配列 は ひら が な に つい て の 並び か た で すか ら 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト や ぜ や 英文 記号 (* や? 等 ) の 並び か た は 同じ で す ( ロ ー マ 
字 入力 を する か た は 変え る 必要 は あり ませ ん )。 3 種類 の 配列 の うち 新 JIS 配 列 と 50 音 配列 は 、 下 図 の よう に 各 キ ー 
に 付属 の キー ボー ド シ ー ル を 貼り 付け 、 次 ペー ジ の 「 入力 設定 」 で 「 か な 配列 」 の 項目 を 変更 し ます 。JIS 配 列 で お 使い 
に な る と き は これ ら の 操作 は 必要 あり ませ ん 。 


、 JIS 配列 

文字 が 分 散 し て いる た め 最 初 は キー の 位置 が 探し に く 1 
い 欠 点 が あり ます が 、 最 も 普及 し て いる た め 機 種 に か 上 Jlslslolol に ooolo oe 時 條 
か わら ず ほ ぼ す べ て の ワー プロ で 使え る と いう 利点 も je EE 加 | 回 還 回 回 | 上 民 | 
あり ます 。 | 引 加 | 回 | 合同 | 岬 同 回 天 回 | 賠 了 列 回 

還 上 Ei Jikbllslyls 

回 | 較 | 川間 
lll 


| 新 JIS 配 列 _ 


JIS 配 列 が ひら が な の 配列 に 4 段 を 割り 当て て いる の 
に 対し 、 新 JIS 配 列 で は 3 段 に 割り 当て られ て いま す 。 
この た め 数 字 を 入力 する と き に [シフト ] を 押し た り 、 
「 英 数 」 モ ー ド に せ ず に その まま 入力 で きま す 。 


『 。] 


EEIIg2IIEIEI 思 上 M 記 | 
PEETPIPP EE FEIIEIa 回 
ICEI3I3IIRGIl 還 | 
SlylkEJEJESEIIMLSCIL ほ 加 
3 ココ l= コ ll 


llw | 
I 


き 
k2 に 4 


1 


末 岩 


| 50 音 配列 | 


文字 が 順序 よく 並ん で いる た め 、 慣 れる まで は キー の 


位置 を 探し 易い 利点 が あり ます 。 反 面 、 頻 度 に 関係 な Ii ョ II 回 | 回 回 SI 
< 並べ られ て いる た め に 入力 スピ ー ド と いう 点 で は 他 上 還 員 に 同 還 | 同上 同 | 同 


の 配列 に 劣る と いう 欠点 が あり ます 。 mn JlLlL。 mml | 遇 ( 

弄 計 此 則 | 病 | 中 民 
| に ok に lk 剛 | 
| EE 上 E:3| に 加 


田 キ ー ボ ー ド の 配列 は 上 記 3 方 式 の 配列 に 準拠 し て いま す 。 


JacoaASnr 中 


ここ で は 前 ペー ジ で 説明 し た キー ボー ド の 配列 に 切り 換え る 方 法 を 50 音 配列 に 切り 換え る 場合 を 例 に 説明 し ます 。 他 


の 項目 の 意味 や 設定 に つい て は 別冊 の 『 ワ ー プ ロ 』 


rw て 廊 | O 珍 人 Sn(Y Is 


機能 2 を 押し て か ら [F 9 (入力 設定 ) を 押す 。 


耳 ーー 


名 読点 変換 


ロー マ 字 仮 表 示 : 
学習 機能 


自動 時 


26 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


ー ソ ル を あわ せる 。 


や ーー 度 設定 し て お く と 電 
源 を 切っ て も バッ クア 
ッ プ 乾電池 に より 記憶 
され て いま す 。 


[取消 ) を 押す と 変更 し 
た 内 容 は 無効 に な り 、 
入力 編集 画面 に 戻り ま 
す 。 


存 薦 状 に チャ レン ンジ 


ペー ジ 
46 操作 の 前 に 
47 ステ ッ プ 1 


48 ステ ッ プ 2 
50 ステ ッ プ 3 
51 ステ ッ プ 4 
52 ステ ッ プ 5 
53 ステ ッ プ 6 
54 ステ ッ プ 7 
55 ステ ッ プ 8 


56 ステ ッ プ 9 


使う 用 紙 を 決め る 
(書式 設定 ) 
文字 を 入力 する 
編集 する (文字 サイ ズ ) 
編集 する ( 1 字 挿 入 ) 
編集 する ( 行 挿 入 ) 
編集 する (改行 する ) 
レイ アウ ト を 整え る 
イラ スト を 入れ る 準備 
(図形 枠 を 作る ) 
サン プル の イラ スト を 
呼び 出す 


ペー ジ 
57 ステ ッ プ 10 
58 ステ ッ プ 11 
60 ステ ッ プ 12 
62 ステ ッ プ 13 
63 ステ ッ プ 14 


64 ステ ッ プ 1 
65% ス テッ プ 2 


66 ステ ッ プ 3 
68 ステ ッ プ 4 
69 ステ ッ プ 5 


使う 範囲 を 指定 する 
イラ スト を 回 転 させ る 
イラ スト を 保存 する 
用 紙 を セッ ト す る 
印刷 する 


住所 録 を スタ ー ト する 

差出 和 人 と 多 名 の カー ド を 
入力 する 

用 紙 を セッ ト す る 

印刷 する 

住所 録 を 終了 する 


KA まや に | の | 


(ワー プロ で は が きのう ら 面 を 書く ) 


探 作 の 前 に 


この 章 で は 年 賀 状 の 作り か た 
を 説明 し て いま す 。 操作 に 入 回 回 目 を mm 
る 前 に 下記 の 準備 を し て くだ 四 も 
さい 。 城 . な し な 


。 サ 遇 ささ 全 


し 」 
ビー ビー ビ 較 本 洛 混 [| ] 


は が き の お も て 和 面 に つい て は 64 ペ ー ジ 
以降 で 説明 し て いま す 。 


V+ ボ NT 半 層 | の 
の どど ビ 漏 溝 較 二 斗 革 


① リ ボン カセ ッ ト ( 付 属 品 ) ② は が き セ ッ タ ー( 付 属 品 ) ③ 補 助 フ ロッ ピー( 付 属 品 ) 


この 中 に 保存 され て いる イラ スト 


を 使い ます 。 


④ 官 製 は が き ⑤ 文 書 フロ ッ ピ ー( 別 売り ) 
た めし 打ち する 場合 に は 使い 古 し 


初期 化 済 の も の (w38 ペ ー ジ ) 
の も の を お 使い くだ さい 。 


| | ロ nnng | 日 


SI 


始め る 前 に 以前 作成 し た 文書 が 画面 に 表示 され て いる 場合 に は 、42 ペ ー ジ の 「 再 び 電 源 を 入れ て 使う と き は (全文 
削除 )」 で 説明 し て いる 手順 で 消し て くだ さい 。 必 要 な と き は 文書 フロ ッ ピー に 保存 し て お きま す 。 


ステ ッ プ 1 用 紙 を 決め る (設定) 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 文書 を 作る 
前 に は 、 使 う 用 紙 の 大 き さ や 
書き 方 を 設定 し て お く 必 要 が 
あり ます 。 こ れ を 「 書式 設定 」 
と いい 、 こ ご ここ で は 

EH 刷 用 紙 : は が き 

用 紙 使 い : 横 使い 

Eh 刷 方 向 : 縦 書 き 
に 設定 し ます 。 


し 機能 2 ) を 押す 。 


[F 1 (書式 ) を 押す 。 


- 選 4 BB ら は が き フリ ー 
サイ ス 終 : [297]mm (90 一 364) 
横 : [210]mm (90 一 257) 
用 紙 使 い : 聞 咽 横 使い 原稿 用 紙 


PIE A4 BEB4 B5 了 串 園 フリ ー 
用 紙 サ イス 終 : [297]mw (90 一 364) 

横 : [210]m (90 一 257) 
用 紙 使 い 部 宙 時 横 使 い 原稿 用 紙 


、 し ! で "用 紙 使い 」 を 選び 、 [| ー 」 で 「 横 使い 」、 に する 。 


【: 本 了 6 朋 昌 」」k>9 ok> 5) 
: 終 使 い 原稿 用紙 


ま 座 貼 HCU IT 間 生 1 間 OH の > 9 
[ ! ] で " 鑑 方向. を 選び 、[ 一 ] で 「 縦 書き 」 に する 。 


横 : (90 ご 364) 


(10 一 42) 


この 操作 を する 前 に 表 
示さ れ て いる 文書 は 削 
除 し て お いて くだ さい 。 
(g42 ペ ー ジ ) 


< ぐ 「 は が き 」 を 選ん だ と き 
に は 、「 用 紙 サ イズ 」 に 
カー ソル は 移動 し ませ 
ん 。 


選 横 使い は 、 は が き を 横 
長 に し て 使う こと で す 。 


G ヘ ッ ダー の 表示 が 「 は 
が き 横 」 に 変わ り ま す 。 


WV で で Hi 半 層 | の | 


VN で + ボ Ti 半 騰 剛 IE 


22 文 字 を 入力 する 


は が きのう ら 面 に 書く 文章 
(本 文 ) を まず 入力 し ます 。 画 


面 で は 横書き で 入力 し ます が 、 
縦 書き で 印刷 され ます 。 人 症 
はい 202 と # 人 譲り 誠 た 
析 6 よ 2 し (お 出 い た ん ます 
7H 
「 謎 賀 新年 」 と 書い て 改行 する 。[ き [ん [か ) 
上 (CUL4JC な な. Em (me | sm 
ー pc ます 。 
話 に NINE  E 
間 55 押し な が ら を 押 
[は ) きい ご " ィ 
alE3leps ] 
十 [し 。 変換 ] 


[JC は (5) 
war yebmlew 必 ま 人 吊 この 


[し しま し リッ ラド トー 人 


3 DE 


器 還 計 』 よ ろ し く お ね が いい た し ます 。 ・・・・・・・・ 国 


ステ ッ プ 2 文字 を 入力 する 


と 押す 。 


謗 賀 新年 人 剛 の 1 は ド D は で 2 れこ : で さと Ya 200 | 
旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま (g ED 
本 年 も を よろ し く お 願 いい た し ます 。 回 ・・・・・・・・ 回 
|・| RfctANeetN17 LR 0 と 守 2 や e6320L 18 
AD2200NNAIDIDU090000 演 1 人 3 は 10IC 48 ES 2 28 し OL 52 039 8 回 


Bm」 と き <. (お J つ CZJC だ DC だ) 


1 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な 2 | 入 た er な 
本 年 も を よろ し く お 願 いい た し ます 。 固 ・・・・・・・・ 男 
元旦 ( 介 と 1 し て 秦 い YS セ ん 22 国 
NMDANUMDINW5 98841 導い. に ER UN 園 


MV で ゃ Ni 間 |o| 


買 新 年 (g 
年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま 2 | 
Es し く お 願 いい た し ます 。 固 


禁則 領域 
この 位置 に は 通常 文字 は 
入力 で きま せん 。 禁 則 処 
理 さ れ た 場合 の み 入力 さ 
れ ま す 。 (gm ワー プ 由 』 
27 ペ ー ジ ) 


> テッ フ 3 編集 する (サイス 


「 謗 賀 新年 っ を 大 き な 文字 に し ま 


】 


詩 貸 新年 


(機能 1 ) を 押す 。 


に MM 
ー ソ ルキ ー で 範 癌 点 を 有 選び 実行 キー は し 3 K 人 
コ 月 蘭 抄 1 合用 "5 員 1/4 人 上 


「 衣 」 に カー ソル を あわ せ て [実行 ] を 押す 。 


区. 給 マ PCs 人 RE! st Ri マ 


2 スン で お 本 YO て に YK IS207 8 eS 


肛 賀 新年 ( 
IB 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 


上 拓 お も お 旨い いい た だ し ます 。 回 いい 
「 年 j に カー ソル を あわ せ て [実行 」 を 押す 。 
コー トト en 
旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 固 ・・・・・ 


G 大 きく する 文字 の 範囲 
を 指定 し ます 。 


指定 し た 範囲 の 文字 が 
大 きく (4 倍 に ) な り ま 
す 。 


@ 操作 を まち が えた と き は [取消 ) を 押し て や り 直 し ます 。 


使い ます 。 


@ 4 倍角 以上 の 大 き さ の 文字 を 印刷 する 場合 に は 、 行 印刷 (gw『 ワ ー プ ロ 』 116 ペー ジ ) を 


ステ ッ プ フ 4 編集 する (1 き 作 ) 


「 誠 賀 新年 の 各 文 字 の 間 を あ 


て パラ ンス よく し ます. 
証 | | | 嘩 | 


「 賀 」 コ に カー ソル を あわ せる 。 


KS に 9 1 le 


2 か 1 や IM 2 か JNN MA IM eS 30 國 
ー ら 押 し すぎ た と き は 
1 字 搬 入 ) を 押す 。 1 字 削 除 ] を 押し ま 
す *。 
旧 生 (よい ろ い ろ と お 世話 に な り ま し た 。 個 ・・・・・ 己 | 
本 年 も よろ し く お い いた し ます 。 加 ・・・・・・・・ 
RON の 半 和 3 の 和 CHER RISE 


「 新 」』 に カー ソル を あわ せ て ([ 1 字 挿 入 」 を 押す 。 


SA 人 人 0 国 
斉 . 質 机 和 Fa り ま 8 RA 
本 年 も を よろ し く お 願 いい た し ます 。 回 ・・・・・・・・ 問 
元 日 何 だ 1 較 
「 年 」 カ ー ソ ル を あわ せ て ([ 1 字 挿 入 ) を 押す 。 


に ロロ 


上 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま 9 34 還 
に: の 32 回 


_ な ッ フ 5 編集 する (6 中 人) 


WV で ゃ Ni 六 較 Ed 


「 謗 人 賀 新年 」 と 次 の 行 の 問 を 1 
行 あ け ま す 。 
こ ご ゃ を * カロ 
証 貞 新年 
「 旧 」 に カー ソル を あわ せる 。 


三 キ 上 
ロ 


2 OK ae 0 1 


も よろ し く お 願 いい た し ます 。 佑 ・・・・・・・・ 加 
元 日 向 二村 容 に 3 人 に 2080 FN の 仙 を BU 國 


[F 4 ]( 行 挿入 ) を 押す 。 

| ea(EMN2y る お 2B 選 が な ま 内 用 間 人 000m 7) 較 
ME ICO お 暫 HUAVSD 束 すす 敵 り 0009020 0 の 1 
202 國 


ン ソル 【 
あっ て も か まい ませ ん 。 


e 押 し すぎ た と き は 
[F 5)( 行 削除 ) を 押し 
ます 。(g『 ワ ー プ ロ 」 
66 ペ ー ジ ) 


ステ ッ フ 6 編集 する (@ 行 する ) 


文章 の 人 中 で 改行 し て 、 2 行 
に わけ ます 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ココ 


旧 年 いろ いろ 2 と 訂 4| | 
お 世話 に な り まし た . 


MV で + ボ fi 党 午 必 | | 


回 
上 いち いろ と 較 5 に な り まし た 人 回 ・・・・・ 男 
よう H あ 販 DS しよう 固 ・・・・・・・・ 男 
人 仙人) 貞和 和 人 839 IE 
の 000 08 315822HT&.2 光 IS2EESININ に! 較 | 
RUIP 9 も 用 2 10 0 0 仙 に 0 90 2 2 補い 


以降 の 文章 が 次 の 行 に 
送ら れ ま す 。 
| | こま ち が え た と き は 改行 
NIISOD 本 MINDMMPRINHMBIINRDSIG 画 | 二 - "= = 
な UTA 四 また は [後退 ] で 消す と 
よう し く お W い た 0 且 全 | | 元 に 戻り ます 。 


54 及 と ツア が / レイ アウ ト を 整え る 


入力 し た 文章 を 引き 続き 下 の よ うに レイ アウ ト し ます 。 


/ ロ 王 プン 


NH 情け 0 


LALO NN 縛 6 い 本 DR 0 | 1 0 


いま Rh KM 0 3 1 
30 寺 NM 1 

2A NIS 

1 3 91 人 ) 本 08) / 科 
KM 0 計 0A70D2-00O 0 NUM 間 抽 計 提 作 MP 和議 の UI 
し に は VN) 必 OL WAC 2 1M( ぼ べ NE 
2 1 証 LN: れ 500P YK 間 Ir 2 本 か NR 3 
隊 語 | 得 才 還 20] 人 i 記 150 3 証人 BI 


人 本 衝 す 7 NY せ 9 す )0 1( F 2 人 計 


( 行 挿入 ) を 押す 。 


ステ ッ プ 8 イラ スト を 作れ 2 準 偽 ( 図 形 枯 を 作る 


イラ スト を 文面 中 に 入れ る 前 
に 、 ど の くら い の 大 き さ で 、 
どの 位置 に 入れ る か を 決め る 2 
た め に 図形 枠 を 作成 し ます 。 衣 賀 新年 
旧 年 中 は いろ いろ と 
お 世話 に な り ま し た 。 


本 年 も よろ し く 
お 願い いた し ます 。 


元旦 


( 座 2 
クー ソル キー て 3GHM を 館 り を を し て くだ さい 


カー ソル を 9 行 目 ("元旦 」 の 行 ) の 行末 に あわ せ [ 実 行 
を 押す 。 


まち が えた と き は 
[取消 ) を 押す と 前 の 操 
作 に 戻り ます 。 


WV で ゃ NO 半 民 | の | 


。 な >9 刀 ル の イラ ルト びす 


付属 の 補助 フロ ッ ピ ー に あら 
か じ め 保 存 さ れ て いる シス テ 


ムイ ラス ト 中 の 、 年賀状 用 の 
イラ スト を 呼び 出し て 使い ま 間 議 央 
す 。 


補助 フロ ッ ピ ー 


VNV で + 生 六 屋 Ed 


G 補 助 フ ロッ ピー に 保存 
され て いる シス テム イ 
ラス ト の 一 覧 が 表示 さ 
れ ま す 。 (gw『 ワ ー プ 

ロ 』 308 ペ ー ジ ) 


LF 2 )( 呼 出 ) を 押し 、 補 助 フ ロッ ピー を セッ ト し て か 
ら [実行 】 を 押す 。 


ロビ ピカ) 
【 シス テム イラ スト 02】 〇 お 正月 


【 シス テム イラ スト O3】 〇 ウマ 
カー ソル を 「 シ ステ ムイ ラス ト 02 お 正月 」 に あわ せ て 
[実行 ) を 押す 。 

まま : シス テム イラ スト O02 : お 止 月 gw 中 央 


「 分 類 名 」、 史生, 


ステ ッ プ 0 使 つ 範 囲 を 指定 する 


図形 枠 で 決め た 大 き さ に 合う 
よう に イラ スト を 切り 抜き ま 


す 。 


ぐ 55 ペ ー ジ で 設定 し た 図 
形 枠 の 大 き さ の 枠 が 表 
示さ れ ま す 。 


の [シフ ト 」 ま た は 
機能 2 ] を 押し な が 
ら カ ー ソ ルキ ー を 押す 
と 速く 移動 で きま す 。 

で ここ で は 図 の よう に 絵 
の 部 分 だ け 入 る よう に 
位置 を あわ せ て くだ さ 

(上 


まち が えた 場合 に は 
[ 取 滴 ) を 押す と 前 ペー 
ジ の ま 順 3 に 戻り ます 
の で や り 直 し て くだ さ 

( ゆ 問 


KA と Sa に 9 | 


ステ ッ プ 11 イラ スト を 回 転 さ せる 


MV で + 由 生 党 重 財 | e | 


印刷 方 向 「 縦 書き 」 で EH 刷 する 
と 、 文 字 は 縦 書き に な り ま す 
が 、 イ ラス ト は 表示 され た 方 
向 で その まま EhH 刷 され て し ま 
いま す 。 こ こ で は は 文字 の 方 向 
に 合う よう に イラ スト も 回 転 
し て お きま す 。 


[F 4 (編集 ) を 押す 。 


範囲 の 左上 の 指定 
間違え た と き は [取消 ) 
を 押し て や り 直 し ます 。 


史 範 囲 の 石 下 ( 対 角 点 ) の 


ステ ッ プ 11 イラ スト を 回 転 さ せる : 


こ コ 
名 
に 
プ - 
や ヤ 
レ 
4 
32 プ 


ぐ 移 動 先 の 指定 。 


お この まま の 位置 で 回 転 
だ けし ます 。 


な ッ プ 72 イラ スト を 保存 する 


イラ スト の 入っ た 文書 を EH 刷 
する 場合 に は 、 イ ラス ト を フ 
ロッ ピー ディ スク に 保存 し て 

く 必 要 が あり ます 。 入 れる 
範囲 を 指定 し た り 、 回 転 さ せ 
た イラ スト を 文書 フロ ッ ピ ー 


3 に 保存 し ます 。 
年 
父 
に 
守 
ヤセ 
レ 
ツ IF10]( 終 了 ) を 押す 。 
図形 エディ タ を 終了 す 
よろ し いで すか ? いい え る 過程 で 保存 し ます 。 
取 消 
実行] を 押す 。 や イラ スト を 保存 し ます 。 
よろ し いで すか ? いい え 


取 消 


< 分 類 名 を 変え る こと も 
で きま す 。 こ こ で は こ 
の まま に し て お きま す 。 


[実行 を 押す 。 


8 分 類 名 [シス テム イラ スト O 較 1 
稲 双書 名 [お 正月 ] 


に 


ステ ッ プ 12 イ ラス ト を 保 和 存 する 


。 間 を 3! 3 回 押し 、「 お 正月 」 を 消す 。 | 足 説明 
選 文 書名 (イラ スト 名 ) を 
変え ます 。 


| 文書 名 ( イ ラス ト 名 ) を 「 年賀 状 」 に する 。 
吉 二 [ 呈 豆 間 + 


VN で さ ボ iri 六 税 |o 


補助 フロ ッ ピ ー を 取り 出し 、 文 書 フ ロッ ピー を セッ ト | "本 助 フロ ッ ピ ー に 保存 
する する と 、 シ ステ ムイ ラ 
* スト を 書き 換え て し ま 
うお それ が あり ます の 
で 、 文 書 フ ロッ ピー に 

保存 し て くだ さい 。 


ーー 


で 文書 フロ ッ ピー に イラ 
スト が 保存 され た 後 、 
入力 編集 画面 に 戻り ま 
す 。 


要 和 0 


旧 年 中 は いろ いろ と 因 ・ 
・ お 世話 に な り ま し た 。 


ステ ッ プ 1 用 紙 を セツ ト す る 


Eh 刷 す る 前 に は が き を プリ ン 
久 に セッ ト し ます 。 


リボ ンカ セッ ト も セッ ト し て お いて 
くだ さい (w33 ペ ー ジ ) 


MV で + ボ 生 半 憶 |e 


| 用 紙 セ ッ ト つ まみ を 「 解 除 ( 水 平 の 位置 ) 側 に 回 し 、 用 
紙 差し 込み ロ の フタ を 開け 、 は が き を 挿入 する 。 


は が き の 左 端 を 「 は が き 左 端 。 の 位置 に あわ せ 、 用 紙 
セッ ト つ まみ を 「 紙 押さ え 」( 垂 直 の 位置 ) 側 に 戻し 、 
用 紙 送 り ノ ブ を 回 し て 、 一 度 引 | き 込 む 。 


用 紙 セ ッ ト 
つま み 
用 紙 送り ノブ E 
用 紙 送 り ノ ブ を 送り 方 向 に 回 し て 、 は が や で は が き の 上 端 を あわ せ 
クリ ルカ バー の 先端 に あわ せる 。 る と き 、 用 紙 を 送る 方 


向 で あわ せ て くだ さい 。 
逆 方 向 で あわ せる と 、 
ずれ る こと が あり ます 。 


名 印刷 後 は が き が カー ル す る ( 丸 ま る ) こ と が 気 に な る 場合 に は 、『 ワ ー プ ロ 』 122 ペー ジ の 
方 法 で は が き を セッ ト し て くだ さい 。 カ ー ル が 少な く な り ま す 。 


ステ ッ プ 14 上 HI 刷 す る 


文面 を Eh 刷 し ます 。 


@ 手 順 5 の 探 作 を する 前 に 、 
Eh 刷 さ れ た は が き が 画面 表 
示 部 に あたら な いよ う 、 画 
面 表示 部 を 手前 に 起こ し て 
拓 直 きい 。 


ぬこ こ で は 設定 を 変え ず 
に 印刷 し ます 。 別 売り 
の 書体 ROM カ ー ド 
(毛筆 、 ゴ シッ ク ) を 使 
うと 、 多 彩 な 年 賀 状 が 
印刷 で きま す 。( 99 

つう 


FPP FE ャ 0 
| / d 田 


[ 順 ! 巡り go の ウド た 届 G 連 Ra 


イラ スト を 保存 し て いる 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 、 印刷 が 始ま り ます 。 


[実行 ] を 押す 。 


VN で + ボ fi 党 簡 | | 


| (住所 録 で は が き の お も て 面 を 書く ) 


ケッ ワ 1 住 所 録 を スタ ー ト する 


今度 は 住所 録 を 使っ て は が き 
の お も て 面 を 作っ て み ま す 。 
ここ で は 簡単 に 説明 し て いま 
す が 、 詳 し く は 別冊 の 「 住 所 
録 っ を ご 覧 くだ さい 。 


eee iP 


し Ne 


操作 ガイ ド テ 


* 先 g 頁 目 
ISEIII 


] 
[g] 
>vsv 回 
し 」 
画 


ビー ビー ビ 較 喚 器 知 洗 


保存 の し か た は 40 ペ ー 
ジ を 参考 に し て 、 文 書 
フロ ッ ピー に 保存 し て 
くだ さい 。「 分 類 名 」 
「 文 書名 」 は 自由 に 入力 
し て くだ さい 。 


<… 保 存 が 始ま り ま す 。 


住所 録 の 入力 編集 画面 
が 表示 され ます 。 


ステ ッ プ 2 差出 人 C 宛 の カー ド を 人 力 9 る 


差出 人 (は が き を 出す 側 ) と 爺 
名 (宛先 ) の カー ド を 入力 し ま 
す 。 こ こ で は 所 属 、 詳 細 等 は 


差出 人 カー ド 


〇 


入力 し な いで お きま す 。 文字 | PR 泊 須 に 
の 入力 方 法 は 日 本 語 ワ ー プ ロ 結 TS 
と 同じ で す 。 4 [メス ツン ハリ ラッド" ocn 
〇 ! | eurobueseie 表 が Er 。 ェ 較 還 還 還 粒 章 記 ee 
1 吐 ・-・・・・・・ ょ < 
軸 IE に 1 間 較 こう まま 


[改行 ] を 押し て 「 氏 名 」 の 項目 に カー ソル を 移動 させ 、 


N の 名 前 を る 。 つ 次 の 頂 目 へ 進む と き は 
邊 差出 人 (は が き を 出す 側 ) の 名 前 を 入力 す 了 開 還 と た は 関本 を 
島 | Io! 回 還 蘭 訂 [ 相 名 秒 子 証 ・・・・・ ] | | < 最終 項目 | 押し ます 。 
カー ソル を 「 郵 便 番号 』」 の 項目 に 移動 し 入力 する 。 郵便 番号 か ら 住 所 を 呼 
an び 出 す ( 郵 便 番号 辞書 ) 
( 村主 [657ーO 1 相 * こと も で きま す (『 住 
oi ossougf 績 0 | ・ | 所 録 』17 ペ ー ジ ) 
カー ソル を 「 住 所 」 の 項目 に 移動 し 入力 する 。 住所 は 1 行 目 か ら 入力 
し で くだ さい 。 
本 誠 較 較 「 らら ソーO 1 [20 
si ビー 006 較 コ | 2 | 


内 容 を 確認 し 、[ 機能 1 ] を 押し な が ら [ ! を 押す 。 17 移 和 の カー ド に 移り ま 


て 1 上 1 FE ノ リ イ ビン 


s 先頭 中 目 
ルオ 】+[ 


| 上 B 史 に 放 8 相 日 】 
の ! 人 議 素 京 き Ex 111 ・・・] * 次 カー ド 

ゾン ハリ は ye 識 11t[ 
O 〇 : 大 因 較 計 誕 [ 関 | ] e 先頭 カー ド 


e@ 1 文書 あたり 129 枚 (差出 和信 を 含め て 130 枚 ) の カー ド が 入力 で き 、 1 枚 目 の カー ド ( 差 出 
人 /129 と 表示 され た カー ド ) が 差出 人 (は が き を 出す 側 )、 2 枚 目 (1/129 と 表示 され た 
カー ド ) 以 降 が 宛名 カー ド ( は が き の 多 先 ) で す 。 
@ 差出人 だ け を 印刷 する こと は で きま せん 。 


VN で ゃ Wii 交 拉 | | 


。 な >23 用 紙 を セッ ト す る 


MNT て Tif ( 半 箕 刊 | の 


は が きのう ら 面 を 印刷 する と 
き は その まま セッ ト し まし た 
が 、 こ こ で は 付属 の は が き セ 
ッ タ ー を 使っ て 、 印 刷 し ます 。 


は が き セ ッ タ ー 


、 付属 の は が き セ ッ タ ー に は が き を セッ ト す る 。 ( 
本 や セッ ター に 書か れ た 矢 
還 が 右上 に な る よう に 
セッ ター を 置き 、 そ の 
面 に は が き を 横向 き に 
し て 四隅 を ④ 一 ④⑭ の 切 
れ 込 み に 入 れ ま す 。 


は が き 押 さえ 
(は が き 上 面 に が ぶせ 
ます ) 


用 紙 セ ッ ト つ まみ を 「 解 除 側 に し 、 セ ッ タ ー を 裏返し 
て 、「 挿 入 方 向 ] の 矢 E 還 の 向き に 用 紙 差 し 込み 口 に 挿入 
する 。 


用 紙 セ ッ ト つ まみ 


※ 点 株 部 分 は 裏 向き で 見 えな 
い 部 分 で す 。 


用 紙 を セツ ト す る Y 


” セッ ター の 左端 を 「 用 紙 左端 の 位置 に あわ せ て か ら 
)。 セッ ター の ゆがみ を 調整 し 、 用 紙 セ ッ ト つ まみ を 「 械 
” 押さ え 」 側 に 戻す 。 


x 向 


Se 用 紙 セ ッ ト つ まみ 


用 紙 送 り ノ ブ 


用 紙 和 を 端 の 
合わ せ 位 置 


MV Ni 沈 層 | 


) 用紙 送 り ノ ブ を 送り 方 向 に 回 し て 、 は が き の 上 端 を ア | 用 紙 を 送る 方 向 で あわ 
| 回 せ て くだ さい 。 逆 方 向 
-。 クリ ルカ バー の 先端 に あわ せる 。 で あわ せる と ずれ る こ 
ae 月 と が あり ます 。 


アク リル カバ ー の 先端 


は が き の お も て 面 を EH 刷 し ま 


@ 手順 5 の 操作 を する 前 に 、 
EH 刷 され た は が き ( は が き 
セッ ター) が 画面 表示 部 に 
あたら な いよ う 、 画 面 表示 
部 を 手前 に 起こ し て くだ さ 


NNN て ボ if ( 味 千 半 | の | 


ビー ビー ビ 位 較 嘩 器 当 温 


[F1O]CEh 刷 ) を 押す 。 


時 


6 | 
カー ソル を 「 は が き セ ッ ター」 に 移動 し 、 ツー の ここ で は 「 は が き セ ッ 


ター」 の 項目 の み 換 え 
あわ せる 。 9 
〇 ! 宛名 書体 次 カー ド 
| 7 : 使用 し な い * 位 uil | 
3) 信和 回 :[3]mm (0 て 6) e 先 棚 カ ー ド 
実行 ] を 押す 。 


用 紙 を 確認 し て か ら [ 実 行 ] を 押す 。 5ED 刷 が 始ま り ま す 。 


Eh 刷 が 終わ っ た ら [F10]〈 中 断 ) を 押す 。 


ステ ッ フ 5 住所 録 を 終 ず する 


住所 録 で 入力 し た カー ド を 文 
書 フ ロッ ピー に 保存 し 、 日 本 
語 ワ ー プ ロ の 画面 に 戻し ます 。 


フロ ッ ピ ー テ ィ ス ク に 保存 し 


[F 1 (はい ) を 押す 。 
oi: 6 ・ 表 項目 
o! 文書 名 較 ] < 前 カー ド 
| に 900 
住所 録 で は 分 類 名 は 変 
文書 名 を 入力 する 。 更 で きま せん 。 
aa < 最終 項目 
の 文書 名 [友人 の 住所 1 較 ” ] se 前 カー ド 
( | 納 間 mi | LHDM0 
実行 」 を 押す 。 


ZSAE2SS が ty で で EGG 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て [実行 ] を 押す 。 ぐ で で きれ ば ワー プロ と 住 

所 録 は 別々 の 文書 フ 
和 了 住 也 辻 で の 食紅 集 作業 を 殺 了 じ ま す || フン ニー に 団 行 し て お 
交 実行 キー を 押し て くだ さい ( 表 本 体内 の 文書 は すべ て 消去 され ます ) く と 整理 し や すく な り 


ます 。 
[実行 ] を 押す と 日 本 語 ワ ー プ ロ の 入力 編集 画面 に 戻り 


ここ こ で 保存 し た 文書 に 
ます 。 追加 、 修 正す る と き は 
住所 録 を スタ ー ト させ 
た 後 、 呼 び 出し ます 。 
(gz 『 住 所 録 31 ペ ー ジ ) 


venmausu 還 還 


莉 征 7 朋 15H 


松下 電器 産業 費 
合 06-908-1151 


] 


計 


4 
| 6. 096. 000 


128. 000 


560. 000 (税別 ) 


見 博 書 を 青く 


ペー ジ 


72 ステ ッ プ 1 表 を 作る (自動 表 作成 ) 


74 ステ ッ プ 2 けい 線 を ひく 


75 ステ ッ プ 3 文書 フロ ッ ピー を うま く ぐ く 使 う 


76 文書 を 呼び 出す 


ステ ッ プ 1 表 を 作る ( 還 表 作成 


47 ペ ー ジ お よび 別 國 の 「 ワ ー プ ロ 」28 ペ ー ジ を 参考 に し て 、 書 式 設定 で 「ED 刷 用 紙 」 を A4 に し 、 次 の よう に 文字 を 


入力 し て お いて くだ さい 、。 


横 居 角 - 
(wwr ワ ー プ ロ 』 54 ペー ジ ) (書式 設定 ) A4 縦 使い 横書き 


4 倍角 (w『 ワ ー プ ロ 」 54 ペ ー ジ ) 
セン タリ ング (w『 ワ ー プ ロ 』 80 ペ ー ジ ) 


… 線 の 種類 を 変え る こと 
も で きま す 。( 叱 『 ワ ー 
プロ 」』 90 ペ ー ジ ) 


つけ い 線 で 表 を 作る こと 
も で きま す 。(〈(w『 ワ ー 
プロ 』 94 ペ ー ジ ) 


[F 1 (文字 問 けい 線 ) を 押し た 後 、 表 を 書く 位置 に カ 
ー ソ ル を 移動 し て [実行 」 を 押す 。 
(この 場合 に は 7 行 1 桁 の 位置 ) 


1 の 和 
四 Fs 隔 1 過 兄 司 に ミ 


ステ ッ プ 1 表 を 作る (自動 表 作 成 ) 


有 表 の 大 き さ を 数 字 で 入力 する 。 


ご 数字 を 入力 し た 後 は 


1 枠 の 桁 数 (この 場合 10) 
er [実行 ] を 押す と 次 の 頂 


4 1 和 の 数 [一 


目 に 移り ます 。 


生 12.60.00 縦 の 枠 数 | [取消 ) を 押す と 前 の 頂 
ooo (この 場合 5) | 目 に 戻り ます 。 


(この 場合 1) バリ 補い 8 
的 648.000 
ip 293.000 


ツジ 科 4 
食 器 乾 爆 機 25.600 | 


@e@「 か な 」 モ ー ド の まま で 


縦 の 枠 数 を 入力 し 
[ 誠 行 ] を 押す と 自動 的 
に 表 が 作成 され ます 。 


も 数 字 が 入力 で きま す 。 


A MA! MM 


2 テ ッ プ 2 けい 線 を ひく 


ここ で は 簡単 な けい 線 の ひき 
か た を 説明 し ます 。 

けい 線 に は 、 文 字 と 同じ 行 、、 
桁 に ひく 「 け い 線 」、 文 字 と 
文字 、 行 と 行 の 間 に ひ く 「 文 
字 間 けい 線 」 が あり ます 。 
ここ で は けい 線 を ひい て み ま 
す 。 


・・ 文字 問 けい 線 ・・ 


っ 提 還 8 導 生還 半生: 肖 較 : 間 生 1 間 間 ) 


に 


や ここ で 選ぶ の は けい 線 
の 線 種 で す 。 文 字 間 け 
い 線 の 線 種 は 変え る こ 
と が で きま せん 。 


[実行 ) を 押す 。 


(本能 ) を 押し な が ら (-† ) ( 三 を | = 還 J を my 


ら カ ー ソ ルキ ー を 押す 

押す と けい 線 が 描か れ ま す 。 と 居 挟 叶 拉 de 
で きま す 。 

や けい 線 の 種類 を 変え た 

いと き は 1 3 の 手順 

で けい 線 種 を 変え ます 。 


合計 王 28, 560, 000 (税別 ) 


この 後 印刷 し ( 呈 34、35 ペ ー ジ )、 必 要 が あれ ば 保存 し て お きま す 。 


名 @ け い 線 の 種類 は 別冊 の 『 ワ ー プ ロ 』90 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
e 立 字 問 けい 線 の ひき か た は 『 ワ ー プ ロ 」 93 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


ステ ッ プ 3 双 書 ノ ロリ ピー を うま く 使う 


見 積 書 等 、 文 字 だ け を 変え て 
作成 で きる 書類 は 、 基 本 的 な 
フォ ー ム を 作っ て 保存 し て お 
け ば 呼び 出し て 文字 を 修正 す 
る だ け で 手早く 作成 する こと 
が で きま す 。 


共通 な 部 分 を 作成 する 。 


見 柄 書 | 請求 書 / 江 必 


必要 に 応じ て 文書 フロ ッ ピ ー か ら 呼 び 出 し 、 空 白 の 部 | “文書 の 呼び 出し か た は 


分 に 文字 等 を 入力 し て 使う 。 


。 別 の 分 類 名 、 文 書名 で 保存 する 。 


信介 1)2AKY SL 


ec 29 は し は 


_ 大 06-908-1151. 回 ・ 


人 


文書 フロ ッ ピ ー 


G よ ぐ く 変わ る 部 分 (品名 
や 金額 等 ) は 空白 に し 
て お きま す 。 


76 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さ 
(0。 


G 内 容 が わか る よう な 文 


書名 に し て お きま し ょ 


八 開 N 開 滴 岬 すぎ 


文書 を 呼び 出す 


ここ で は 文書 フロ ッ ピ ー に 保 


存 し た 文書 を 呼び 出し て み ま 
文書 フロ ッ ピ ー 


す 。 


G フ ロッ ピー か ら 文書 を 
呼び 出す と 画面 上 の 文 
書 は 消え て し まい ます 。 
必要 な 文書 は あら か じ 

め 保 存 し て お いて くだ 

さい 。 


ワ ロ ジ ロー を セツ RUGE 


で 文書 フロ ッ ピー に 保存 
され て いる 文書 の 、 分 
類 名 、 文 書名 が 一 覧 表 
示さ れ ま す 。 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 、[ 実 行 ]】 を 押す 。 


【 ] 〇 基本 フォ ー ム 
【 見 精 書 7 月 】 〇 松 上 様 分 


呼び 出す 文書 に カー ソル を あわ せ て [実行] を 押す 。 


回 当社 製 FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201、P501、P701、P301、K104、 
P50 1Al で 作成 、 保 存 し た 文書 は 本 機 で 呼び 出し て 使う こと が で きま す 。 


スケ ジュ ィ ー ル グ で を 使 つ < みみ まし ょ つ 


ェ 


ペー ジ 
78 スケ ジュ ー ル 、 メ モ を 使う 前 に 
81 スケ ジュ ー ル に 予定 を 入力 する 
83 メモ に 書き 留め る 
84 入力 し た デー タ を うま く 使 う 


お ee 本 Sb itEaEA2SNNSー VYY | ga 


スケ ジコ ユー ル 、 メ モ を 使う 前 に 


スタ ー ト の し か た 


rw て 州 0 溢 NR 由 XN ミーhV 舗 X | の 


日 本 語 ワ ー プ ロ 、 英文 ワー プロ また は 住所 録 の 画面 で 


し (スケジュー ル を 押す 。 


4 
11 
18 


1 
6 
比較 


DD 
IS 
19 20 21 


9 
16 


17 


EE22c25Sv2 


14 


10 章 


メモ を スタ ー ト する と 
き は [メモ を 押し ます 。 


メモ の 場合 は 

(終了 ) で も 終わ れ ます 。 
スケ ジュ ー ル 、 メ モ を 
スタ ー ト する 前 の 画面 
に 戻り ます 。 


多 % スケ ジュ ー ル 、 メ モ を スタ ー ト し て も 、 ス ター ト す る 前 に 表示 され て いた ワー プロ や 住 


所 録 の 文書 は 消え ず に 残っ て いま す 。 


@ 電源 を 入れ る と 常に スケ ジュ ー ル が スタ ー ト する よう に 設定 する こと が で きま す 。 


(wg[ ス ケ ジ ュ ー ル 」110 ペ ー ジ ) 


@$ スケ ジュ ー ル 使用 中 で も メモ を スタ ー ト する こと が で きま す 。 


スケ ジ ユ ー ル 、 メ モ を 使う 前 に 


本 機 に 内 蔵 の 時 計 に 現在 の 日 付 と 時 刻 を 設定 し ます 。 

ー 度 設定 し て お く と 、 
・ ス ケ ジ ュ ー ル を 始め る た びに その 日 の 予定 が 表示 され ます 。 
・ 予 定 の 時 刻 に アラ ー ム を 働か せる こと が で きま す 。 


日 付 を 設定 する (1990 年 4 月 12 日 に あわ せる 場合 ) 


M スケ ジュ ー ル の 画面 で 、[ 機 能 1 ) を 押し て [F 3)( 昌 
| 付設 定 ) を 押す 。 


正 17 16 19 20 321 
23 24 25 26 27 28 
31 


RE ーーーー ーーpe ぐ (計数 天 / 小 ) で 「 英 数 」 


モー ド に し て お きま す 。 
選 まち が えた と き は 


下 17 18 19 20 21 


夫 後退) で 消し て 入力 し ク 

| 直し ます コ 

|「4 月 12 日 」 に 設定 する 。 カ ー ソ ル を 月 の 項目 に 移動 し も 
上 Bo 因り を が"* 
肉 17 18 19 20 31 E 

3 24 25 26 27 2 3 

和 en 央 


[取消 ) を 押す と 入力 し 
た 日 付 は 無効 に な り 、 
スケ ジュ ー ル の 画面 に 


| 〔 実 行 ) を 押す 。 


(取消 ] を 押す と 手順 1 
の 画面 まで 戻り ます 。 


人 Q “日付 は 1988 年 1 月 1 日 一 2020 年 12 月 31 日 の 範囲 で 設定 で きま す 。「2 月 31 日 ] の よう な 実在 
し な い 日 付 は 設定 で きま せん 。 
@ 年 号 は 必ず 西暦 で 設定 し て くだ さい 、 


スケ ジ ユ ー ル 、 メ モ を 使う 前 に 


時 刻 を 設定 する (午前 8 : 0 0 に あわ せる 場合 ) 


rw て 州 史 0 溢 NR 由 XXN ミ ーhN 舎 史 kl 


スケ ジュ ー ル の 画面 で 、[ 機能 1 ] を 押し て [F 4 )( 時 
刻 設 定 ) を 押す 。 


人 N 拓 17 18 19 20 41 


「8 時 0 分 」 に 設定 する 。[ 8 ) を 押し 、 カ ー ソ ル を 分 の | "共和 24 市 O8 
項目 に 移動 し 、| O ] を 押す 。 し ます 。 

< で 数 字 を まち が えた と き 
は (後退) で 消し て 入力 
し 直し ます 。 


牛 17 18 19 20 21 
2 29225sE275228 
30 31 


in - (取消) を 押す と 入力 し 
実行 | を 押す た 時 刻 は 無効 に な り 、 
スケ ジュ ー ル の 画面 に 
戻り ます 。 


[取消 ) を 押す と 手順 1 
の 画面 まで 戻り ます 。 
スケ ジュ ー ル の 画面 に 

戻り ます 。 


現在 日 半 1990. 4.127 


[ シフ ト ] を 押し な が ら [ 終 了 ) を 押し て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 
を 終了 する 。 


名 内 蔵 の 時 計 は 電源 を 切っ て も バッ クア ッ プ 用 乾電池 の 働き で 動き 続け ます 。 従 っ て バッ 
クア ッ プ 用 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、 消 耗 し て し まう と 止ま り ます 。 
@ メモ リ を クリ ア す る と (14 ペ ー ジ の 操作 を する と )1989 年 1 月 1 日 0 : 00 に リセ ッ ト さ れ ま 
す 。 こ の と き は 再び 設定 し 直し て くだ さい 、。 
@ 内 蔵 の 時 計 は 日 差 土 10 秒 以内 の 誤差 で 動い て いま す 。 必要 に 応じ て 設定 し 直し て くだ さ 
い 。 


ここ か ら は 実際 の 仕事 に 利用 
する 方 法 を 、 あ る ビジ ネス マ 1990 年 4 月 12 日 、 ワ ー プ ロ で 見 積 書 を 作成 し て いる と こ 
ン を 例 に 紹介 し ます の で 参考 ろ に 電話 が あり まし た 。 


に し て くだ さい 。 詳 しい 説明 
は 別冊 の 『 ス ケ ジ ュ ー ル / メ 
を ご 覧 くだ さい 。 


明日 2:00DPM か ら 第 4 会 議 室 で 
新 製品 技術 検討 会 議 が あり ま 
す 。 必ず 出席 し て くだ さい ! 


スケ ジュ ー ル リ ' 才 す ・ 


Ye ビ QLSAA いい 束 由 XN ニー ロ VM 寺 逢 用 当 


[F 1 (入力) を 押す 。 


設定 日 : 1990 年 4 月 13 晶 
上 醒 衣 軒 |: 囲 き 


開始 時 刻 を 14 : 00 に 設定 する 。 を 押す 。 


ト 本 店 置 | | 回 き 分 
iR 時 


時 刻 は 24 時 間 制 で 入力 
し ます 。2 : 00PMー 
14 : 00 


NSRS 


00262D、 20 の 2 
剖 


は 人 9 IO 1 で 1 の 12 とり | 


[ 」 ] で カー ソル を 「 終 了 」 に あわ せる 。 


分 の 入力 を 省略 する と 
生還 ド 8 計 % 1 RM 
6 日 内 


※ 次 ペー ジ に 続き ます 。 


、 スケ ジ ユ ー ル に 予定 を 入力 する 


終了 時 刻 を 16 : 30 に 設定 する 。 
し 、[ 一 」 で カー 
[ O _」 を 押す 。 


し 6 と 押 
ソル を 分 の 項目 に 移動 し 、 


[| ! ] で カー ソル を 「 内 容 」 に 移動 し 、 文 字 を 入力 する 。 


を 合 と つ と ユー と ン と マン cm 


5 寺 30 分 
: 了 和 計 靖 和 5 の 5 
ジャ スト 5 分 前 10 


ー ソ ル を 「 ア ラー ム 」 に 移動 し 、[ 一 ] で 
ー ソ ル を 「 5 分 前 」 に あわ せる 。 


で と ブ と は と と けり と 『 と 


| [新村 条 栓 議 第 4 会 議 室 
: OFF ジャ スト 加 客 


正しく 入力 で きた か 確認 し 


、[ 実行 」 を 押す 。 


虹 16 17 18 19 20 21 
ま @e 23 24 25 26 27 28 
上 林間 所 技 術 栓 会 第 2 会議 室 引 3 


V' み 州 史 | 0 光風 XNー HH 色 


| [シフ ト を 押し な が ら [ 終 了 ] を 押す 。 


[か な / カ ナ ] で 「 か な 
モー ド に し て お きま す 。 
文字 の 入力 は 日 本 語 
ワー プロ と 同じ で す 。 
“半角 文字 は 入力 で きま 

せん 。 


呈 開 始 時 刻 ( こ の 場合 は 
14 : 00) の 5 分 前 に ア 
ラー ム が 働き ます 。 


< ワー プロ の 画面 に 戻り 
ます 。 


人 


入力 し た 予定 を 修正 し た り 、 


アラ ー ム を 解除 する と き は 『 ス ケ ジ ュ ー ル 』76 ペ ー ジ を ご 覧 


メモ に 書き 留め る 


ワー プロ や 住所 録 を 使用 中 に 


ちょ っ と 思い つい た こと 等 は 会 議 に つい て の 電話 が あり まし た < 
メモ に 書き 留め て お きま す 。 
ここ で は 、 先 ほど の 会 議 に つ 
いて 追加 の 用 件 が あっ た 場合 る - 
ED 除き” ・ に に に 

・ 見 積 書 ( 見 積 No05744) 

・ 他 社 製 品 の カタ ログ 

・ 市 場 調査 書 

を 持参 する よう に ! 
メモ) を 押す 。 


< ぐ G「Mark」「Check」 に つ 
いて は 『 メ モ 』124、126 
ペー ジ を ご 覧 くだ さい 、。 

で 文字 の 入力 は 日 本 語 
ワー プ 丘 ど 問 で す 。 

ぐ で 半角 文字 は 入力 で きま 

せん 。 


oe て CH ) 交 NR 由 XNー LN 人 汁 入 | g | 


の 軸 攻 5 
、 実行 キー を 押し て くだ 生き 


ワー プロ の 画面 に 戻り 
ます 。 

必 入力 し た メモ の 内 容 は 
「 貼 付 」 で 日 本 語 ワ ー プ 

ロ の 文書 中 に 入れ る こ 

と が で きま ず 。(" 

『 ウ ワー プロ ]68 ペ ー ジ ) 


[実行 を 押す 。 


日 本 語 フ ワー プロ A4 締 36 行 各 桁 1- 上 - 
本 Scarief っ 13TTESDNETE ママ 27 


に 
いい 1 は は SGS ャ 徹 御 7 介 15H. 回 


人 入力 し た デー ツ を つま く 使 う 


入力 し た デー タ を どの よう に 使う か を 、 会 議 の 当日 に な っ た も の と し て 説明 し ます 。 


1990 年 4 月 13 日 13 : 55 


82 ペ ー ジ で アラ ー ム を 「 5 分 前 」 に 設定 し た の で 、 開 始 時 刻 (14 : 00) の 5 分 前 (13 : 55) に 自動 的 に 電源 が 入り (オー ト 
パワ ー オ ン )、 日 本 語 ノ 英文 ワー プロ や \ 住 所 録 を 使用 中 で も 音 と 表示 で 知ら せま す 。 こ の 後 、 キ ー を 何 も 押さ ず に い 
る と 約 6 分 後に は 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 (オー ト パ ワ ー オ フ の 設定 値 に は 無関係 。) 


EC 人 攻 全 攻 人 攻 居 1 JI 4 日 11H 11 トト ECRIPEIEEEOIEEREEGEEEEEF 和 EE 


199( 攻 衣 13H 13:55 
時 術 栓 人 


WE ーー た 


と ゴ ド ハ E は ッ せ 1 


ーー MMS 


日 木 語 ワ ー プ * ロ A24 術 36 行 40 首 1- 


G 最 後に 入力 し た メモ が 
表示 され ます 。 

< メモ を 多数 入力 し て い 
る と き は この 後 [F 1 」 
(一 覧 ) ま た は 
(検索 ) で 関連 の ある メ 
モ を 探し ます 。(w『 メ 
モ 』120、122 ペ ー ジ ) 


AM ao 


・① 見 和書 (見 呑 p05744)・・[ 
・@ 他 社 製 品 の カタ ログ ・・・・・・ 
内 書 ・ 


陳 て He が 


中 本 KUAH TRW は 滞 eS が 才 こい: 計 


に お 1 人 EE] は 


Vi みて 紋別 0 溢 上 XN ミー HDV 人 半 | の | 


この 他 に も いろ いろ な 使い か た が あり ます 。 詳しく は 別冊 の 『 住 所 録 / ス ケ ジ ュ ー ル / メ モ 」 を ご 覧 くだ さい 。 


こん な こと が で きま すず 


ペー ジ 


866 こん な こと が で きま す 


OS(Y( (9 さ (」 の 


日 本 語 ワ ー プ ロ に は 、 本 書 で 説明 し た 機能 以外 に も 豊富 な 機能 が あり ます 。 こ こ に あげ て いる 機能 も ほん の 一 部 で す 
の で 参考 に し て くだ さい 。 詳 し く は 別冊 の 『 ワ ー プ ロ 」 を ご 覧 くだ さい 。 


平成 〇 年 〇 月 〇 日 
東京 都 千 代田 区 六本木 0 - 1 


松下 電器 商会 
代表 取締 役 社長 鈴 木 一 路 


新 製品 発表 会 の ご 案内 
の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 平 系 は ひと か た な ら ぬ ご 厚 情 を 


は 、 発 売 以来 、 お か げ さ まで た い へ ん 好評 を いた だ い 
と いた し まし て 「FW-U1s50」 の 開発 を 進め 、 こ の は と 


た 短 導 
羽 半 二 。 四 評 叶 


に 先立ち まし て 、 下 記 の と お り 発 表 展 示 会 を 開催 い 
芝 縮 で は ご ざい ます が 、 な に と ぞ ご 来場 賜わり ます よ 


に ad 
刑 本 F り いか 0 す 員 


人 4 いこ の 5 


隊 な "で 滑 慎 緒 販 4 


耳 加 (6 員 き 放 へ 見 


邊 中 具 へ 玲 7 吉 
喧 

に ドー 
ゞ で きら 性 混 す 一 旨 叶 
8 六 沙 堂 れ ご て 


敬具 


平成 〇 年 〇 月 〇 日 午後 1 時 一 4 時 30 分 
東京 港町 国際 見 本 市 会 場 3 号館 
合 03-999-3333 
(同封 の 案内 図 を ご 参照 くだ さい 。) 


本 機 の 英文 ワー プロ は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 中 で 行 単位 で 英文 行 を 指定 し て 使い ます 。 従 っ て 英文 だ け の 文書 も 、 日 本 
語 と 英文 の 混じっ た 文書 を 作成 で きま す 。 詳 し く は 別冊 『 ワ ー プ ロ 』 の 「 英文 ワー プロ 編 」 を ご 覧 くだ さい 。 


qOW は (Y( ! さ 「! | の 


BombaCaCea@ 


This 5 a fFami1]y ofF d+cotyledonous treeS ,OF モ en Very Large and 
Oome モ 1meS w ユ 1 モ th 9 と O モ SuG モエ と unmnKkS ご COn モ a1n1nd9 wa モ ら G ら エ 5S モ Orage 1SSu@ . 
The 1eaves may De imp1e or pa1mate1y diuided  w ュ モ h deGcC1duOuS 
きも 1pules: モ he  F1Ower5S a と G aSymme モ エ ュ ご with Five Sepa18, FE ュ 1V OF man ア 
StamenS (free or united 1n モ O a tuDbe) and a SuDGF1Or oOVary. The 
seeds are Smooth,oFten embedded in hair in 1arge capsu1eS . 

Cerpo pe て od7o (C.Ccesorro) From tropica] America (al1so Found in 
W Africa) 8 the Si1k Cotton or Kapok,a 5S1im tree we11 Du モ tresSed 
a 七 て hG て 〇 〇 OtS モ 〇 SuDDOr モ ユエ モ 58 great height. エモ has 1arge,whitish ana 


Frag と an ロモ F]1owerS which are used 1n 1nS ら ご モー と GpeG11 1n9 , Wa モー 


GS15 モ an モト , S エ 11ky hairs which are used in many househo1d ar と モ ュ c1e5, 


making an excCe11en モ = て tuFFing For cushuions ,p1i11ows and mattresseS . 


こん な ご と が で きま す 


図形 エディ タ 


本 書 の 「 第 3 章 年 賀 杖 に チャ レン ジ 」 で も 使っ た 図形 エディ タ に は 、 シ ステ ムイ ラス ト を 呼び 出し て 使う 以外 に も 好 
き な イ ラス ト を 自分 で 描い た り 、 別 売り の イメ ー ジ スキ ャ ナ を 使う と 手書き の イラ スト や 写真 を ワー プロ に 取り 込む 
こと が で きま す 。 詳 し く は 別冊 「 ワ ー プ ロ 』 の 「 図 形 編 」 を ご 覧 くだ さい 。 


私 の 家 に 遊び に き て ね 
、 


げ 


の 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 作っ た 表 で 変化 等 が わか り に くい 場合 な ど に 、 グ ラフ 機能 を 利用 する と 、 自 動 的 に 棒グラフ 、 円 グ 
ラフ 、 折 線 グ ラフ 、 積 上 グラ フ 、 帯 グラ フ 、 レ ー ダ ー チ ャ ー ト に 表す こと が で きま す 。 詳 し く は 別冊 『 ワ ー プ ロ 」 の 
「 グ ラフ 編 」 を ご 覧 くだ さい 。 


Je 


こん な ご と が で きま す 


本 書 の 「 第 3 章 年 賀 状 に チャ レン ジ 」 で 、 は が き の お も て 面 を 印刷 する と き に 使っ た 住所 録 に は 、 は が き の 他 に タッ 
クシ ー ル に 印刷 し 、 封 筒 等 に 貼り 付け れ ば ダイ レク トメ ー ル に も 役立ち ます 。 ま た 入力 し た カー ド を 並べ 替え た り 、 
検索 、 抽 出し た り も で きま す 。 詳しく は 別冊 の "住所 録 ,。 を ご 覧 くだ さい 。 


千葉 県 習志野 市 海岸 通り 
シー サイ ドガ ー デ ン 1 2 3 


加山 。 優生 様 


東京 都 中 


639-02 奈良 県 北葛城 郡 当麻 町 
和光 ハイ ツ 5 1 0 


キル ト ハ ウス 当麻 A- 1 


横 村 修平 様 


日 比 野 賢 三 様 


デー タ ノ ー ト は 住所 録 を も っ と 自由 に 、 応 用 の きく よう に 作ら れ た カー ド 型 デ ー タ ベー ス で す 。 自 分 だ け の ビデ オ 
テー プラ イブ ラリ を 作っ た り 、 本 格 的 に 顧客 管理 を し た りす る こと が で きま す 。 ま た 住所 録 で 入力 し た デー タ を 呼び 


出せ ば 、 ち ょ っ と レイ アウ ト の ちがっ た タッ クシ ー ル 印刷 が で きま す 。 詳 しく は 別冊 の 『 デ ー タ ノー ト 」 を ご 覧 くだ さ 
も 0。 


HOW は ば (Y「 (9 さ 「I | の 


必 375 
群馬 県 藤岡 市 網 元町 1 -59 


Fr な 告 5 
ビー レー 


(MgR(06)672-11413 で ) 


到 1 0 4 
東京 都 中 央 区 銀座 


和光 ハイ ツ 510 
も 宙 本 ーー 本 業 
琶 守 奉 計 林業 


(09R(06)672-11418) 


吉 275 
千葉 県 習志野 市 海岸 通り 
シー サイ ドガ ー デ ン 123 


本 長 
(0928(06)672-11418 で ) 


奈良 県 北葛城 郡 当 麻 町 
キル ト ハ ウス 当麻 A 一 1 
三野 = ュ 有 る 本 一 = 
セン 本 姜 


(9wdR(06)672-1141& で ) 


こん な ご と が で きま す 


多忙 な ビジ ネス マン に と っ て スケ ジュ ー ル 管理 は 最も 重要 な 仕事 の ひと つ 。 手帳 に 書く と 延期 や 修正 が 悩み の 種 。 修 
正 や 検索 が し や すい と いう ワー プロ の 利点 を 生か し た 本 機 の 「 ス ケ ジ ュ ー ル 」 を 使う と そん な 悩み も すぐ に 解消 。 セ ッ 
ト し た 時 刻 に な れ ば 自動 的 に 電源 が 入り (オー ト パ ワ ー オ ン 機 能 )、 ア ラー ム 音 と 表示 で 知ら せ て くれ る アラ ー ム 機能 
を 搭載 「「 や は り ス ケ ジ ュ ー ル は シス テム 手帳 で 」 と いう か た に も 、 専 用 の リフ ィ ル 用 紙 (別売 り ) に 印刷 すれ ば シス テ 
ム 手 帳 の リフ ィ ル に 早 代わ り 。 


ED ハ IY SCIFDULFE 回 還 還 昌 還 間 間 昌 間 間 間 EE 
1989 年 8 月 17 日 ( 木 ) 


A 社 試作 品 完成 提出 予定 日 
DO CHECK 〇 試作 品 検討 書 作成 依頼 
〇 D 社 見 積 書 社名 印 請求 
〇 連絡 会 議 : 前 回 議事 録 の 配布 


日 本 語 / 英 文 ワ ー プ ロ 、 住 所 録 等 を 操作 中 に 、 ふ と 思い 付い た こと を メモ し た く な っ た と き は 「 メ モ 」 に 書き 留め て お 
きま し ょ う 。 内 容 が バラ バラ に な っ た メモ を 並べ 替え た り 、 ワ ー プ ロ の 文書 に 転記 し た り 、 処 理 済 あめ の マー キン グ を 
し た り で きる の で 、 情 報 整 理 や 備忘 録 と し て も 使え ます 。 


<119895 6 7 15.37 レ 
次 長 に 連絡 Mark 伝 Check⑳ 
編集 部 長 よ り 電 話 「 次 長 戻 られ 次 第 電話 
せよ 」 


31989. 8.24 10:30 レ 
C 社 資材 課 か ら 原 田 氏 MarkC Check 
明日 朝一 番 に 来 て 欲し い 。 
仕様 変更 の 説明 を する 。 


Jaco 語 議 


こん な こと が で きま す 


本 後 の 各 用 導 キ ー ご と の 機 上 E と 操作 の 要点 を 、 画 面 上 で 見 る こと が で きま す 。 
付属 の 補助 フロ ッ ピ ー を 使う と 、 機 能 の 詳細 な 説明 を 見 る こと が で きま す 。 


拡張 / 補 助 ) を 押す 。 


で 図形 エディ タ 、 グ ラフ 、 
電卓 、 メモ 、 デー タ ノ 
ー ト を 使用 中 は 使え ま 


所 補 凡 


| 説明 を 見 た い メ ニュ ー に カー ソル を 移動 し て [実行 ) 
を 押す 。 


ぐ 「 ワ ー プ ロ 」 を 選ん だ と 


【F 1) -【F4) フー ブロ 人 38 衣 ””【 取 消 】 失明 メニ ュー に 戻る 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て ([F 1 (日 本 語 ) を 押す 。 


0W は (rl の さ (! に 


SIOH9RA5ESGE3S8NYEGNExmWseidgmptasnscrprisyrasrcoesessivossesrssseswesssrasscseesystes 四 し 訂 メン 
(ファ ンク ショ ン キ ー) [1 で 画面 が 切り 換 

[複写] 園 文 字 列 複写 領域 複写 の 行 複写 わり ます 。 

[削除 ] の 文字 列 肖 除 の 領域 全 削 除 〇 傾 城 駐 字 削除 〇 全文 削除 


説明 を 見 た い 機 能 名 に カー ソル を 移動 し て [実行 」 
を 押す 。 


画 文 字 列 複写 

[ 説 。 明 ] : 文字 列 を 指定 し て 、 他 の 場所 へ 複写 し ます 。 

[操作 方 法 ] : 【F 1 】 (複写 ) を 押し 、【F 1 】 (文字 列 ) を 押し ます 。 ガイ ダン ス 
に 従い な が ら 、 複 写す る 文字 列 、 複 写 先 を 指定 し て 複写 を 行い ます 。 
文字 列 写 を 中 止 する と き は 、【F 1 0 】 を 押し ます 。 

[メモ ] : けい 線 を 客 写 する こと は て きま せん 。「 信 要 写 」 で 物 写 し て くだ さ 


る 3 需 マ ー ク 改 上 軸 ス ペー ス 、 イ ン デ ント マー ク 、 枠 あけ マー ク を 複写 
する こ と は で き ませ ん 。 
MW * 線 、 枠 あけ マー ク 、 禁 則 領 域 を 複写 先 に 指定 する こと は で きま せ 


作 10】C 中 断 ) を 押す と 
複写 先 の 領域 が 、 複 写 元 よ り 小 さい と 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 文字 - 戻 
が あふ れ ま す 。 あ ふれ た 文字 は 貼付 で きま す 。 入力 村 業 弄 面 に 居り ま 
英文 ワー プロ で 作成 し た 行 へ 、 複 写す る こと は で きま せん 。 す 。 


ー-『 写 (ー う 后 "mーー キ テ ソナ つの > 一 … つ ハハ 


$ T/2 プ (< 


ベー ジ 

92 ロー マ 字 の つづ りか た 

93 故障 か な ! ? と 思っ た ら 
95 機器 の 仕様 

96 機能 の 仕様 

99 別売 り 用 品 

100 知っ て お きた い 用 語 

102 さく いん 

104 アフ ター サー ピス に 選 つ のぶ 中 


1 
ャ ノン | 


ロー マ 字 の つづ り ガ だ 


150 音 | つづ りか た | 
あ | A 
張 | 
U WU 
E 
0 
KA CA 
K 
CU QU 
CO 


JO 時 4 で Mt 人 昌 き 陸 め びら 


IN _NN _ 
つづ りか た 


GA 
GI 
GU 


GE 
GO 


| じ ょ | ZYOJO JYO 
TYA CHA CYA 
TI CM 
TYU CHU CYU 
TYE CHE CYE 
TYO CHO CYO 


ざ | 2A 


2| JI 


み ょ | MYO 

RYA LYA 
RYI LYI 
RYU LYU 
RYE LYE 
) ょ | RYO YO 


YOU 誠 刺 計 中 
コ 


綴 ろ の G 児 


VI (ひら が 

VE な 入力 

VO の み ) 

中 つ び ササ が が だ 
AA 


旬 

XU 
XE 
XO 


すり Tpywyc 語る 


わ 


KM QMI 名 
KWU QWU 

KWE QWE GE 
KWO QMO QO 


*「 う | は ロー マ 字 入 
力 は で きま せん 。 か 
な 人 入力 で 入力 し て く 
だ さい 。 た だ し 2 文 
字 に な り ま す 。 

ネ *「 ヵ 」 「 ヶ 」 は ひら 
が な で 入力 し て も カ 
タカ ナ で 表示 され ま 
す 。 


SYU SHU 
SYE SHE 
SYO SHO 
ZYA JA JYA 
ZYI JYI 
ZYU JU JYU 
な 作 生 JE 


ぶ や | FYA 
ぶ ゆ | FYU 
ぶよ | FYO 
みや | MYA 
みい | MYI 

み ゅ | MYU 


「 ん 」 は あと に ヤ や 行 、 ナ 行 、 ア 行 の 母音 が 続く と き は LN を 必ず 2 回 押し ます 。 (それ 以外 は 1 回 で 
も 2 回 で も 入力 で きま す が 、 常 に 2 回 押す 方 が 間違い ませ ん ) 例 : し ん ゆう 。 (SJLINKNJKN)CYNCU)CUJ) 


改 障 ガ な 『P と 思 つ だ ら 


修理 を ご 依頼 に な る 前 に 下記 の 表 で まず ご 確認 くだ さい 、。 
ぞ それ で も 直ら な い 場 合 に は 、 お 求め の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 


OU OM NR DMR NM SI 00 瑞 纏 環 IIT 
され て いな い 。 を セッ ト す る 。 
電源 を 正しく 接続 し て いな い | AC ア ダ プ ター 正しく 接続 する 11 


また は 充電 電池 、 ア ルカ リ 乾 | 充電 電池 一 充電 され る まで AC ア ダ 

電池 を 使い 切っ た 。 プ タ を 使用 する 。 

アル カリ 乾電池 一 新しい も の に 交 
“ 換 す る 。 

| 画面 の 濃度 調整 が 不適 切 。 | 表示 濃度 調整 つま み で 調節 する 。 | 


「 入 力 設 定 」 (か な 配列 ) が | 「 入 力 設定 」 の 各 項 目 を 設定 し 直 
ちがう ろう 。 す 


か な 入力 また は ロー マ 字 入力 | [ロー マ 字 / か な で 切り 換え る 


の モー ド に な っ て いる 。 


"| 文字 が 入力 で き な い 。 入力 文字 が 241 文 字 以 上 に な っ | 一 度 変換 確定 させ る 。 
て いる 。 


| 外字 や ユー ザ 辞 書 の 登録 し た | 外字 、 ユ ー ザ 辞書 を 初期 化し | 電源 を 人 人 れる と き に メモ リ を クリ 
| 文字 が 消え た 。 た 。 ア し た り 、 辞 書 を 初期 化す る と 登 
メモ 生き タリ ア し た 。 録 さ れ て いた も の は 消え て し まい 


ます 。 あ ら か じ め フ ロッ ピー に 保 
存 し て お き 、 消 し て し まっ た と き 
に は あら た め て 呼び 出し ます 。 


E 刷 され な い 。 リボ ンカ セッ ト が セッ ト さ れ | 普通 紙 や 熱転写 用 紙 (フー プロ 用 
て いな い 。 紙 ) に 印刷 する と き は リボ ンカ セ 
ッ ト が 必要 で す 。 33 


リボ ン が 印字 ヘッ ド の 内 側 に | 外側 に セッ ト す る 。 
セッ ト さ れ て いる 。 


アル カリ 乾電池 で 使っ て いる | アル カリ 乾電池 で は 印刷 を する と 
減 電 圧 の メッ セー ジ が 表示 され 止 
まり ます 。 こ の と き ア ルカ リ 乾 電 
池 は その まま で 入力 、 編 集 作 業 は 
で きま す 。 電 源 を 入れ 直し て くだ 
さい 。 印 刷 は AC ア ダ プ タ 、 ま た は 
充電 電池 で 行っ て くだ さい 。 
金 ノ 銀色 の リボ ンカ セッ ト は リボ 
ン エ ンド は 検出 され ず 、 ヘ ッ ド が 
動き 続け ます 。 印 刷 時 、 感 熱 紙 の 
項目 が 「 使 う 」 に 設定 され て いる 
と リボ ン エ ンド は 検出 され ませ ん 。 
リボ ンカ セッ ト を 使う と き は 感熱 
紙 の 項目 を 「 使 わな い 」 に 設定 し 、 
早い め に 新しい リボ ンカ セッ ト に 
交換 し て くだ さい 。 


ふた を 閉じ た まま A4 サ イズ を ふた を 開け て [実行 を 押す 。 
うと し た 。 


押し た キー と ちがう 文字 が 表 
示さ れる 。 


リボ ンカ セッ ト の リボ ン が な 
ぐ な らち: だ 。 


33 


故障 が な ! や と 思 つ だ ら 


| 


3 


印刷 され な い 。 感熱 紙 の 表裏 が 逆 。 感熱 紙 に は 表裏 が あり 、 裏 側 は リ 
ボン カセ ッ ト を 使わ な けれ ば 印刷 | 36 
で きま せん 。 
適応 プリ ンタ (外部 ) を 使っ 外部 プリ ンタ を 使用 する と き は 適 出 
て いな い 、。 応 機種 を お 使い くだ さい 。 『 ワ ー プ ロ 』 


印刷 の 濃度 調整 が 不適 切 。 印字 濃度 調整 つま み で 調整 する 。| 9 | 


用 紙 が 適切 で な い 。 表面 が 粗い 紙 に 印刷 する と 紙 に よ | 36 
っ て か すれ る こと が あり ます 。 

| 印字 ヘッ ド が 汚れ て いる 。 | 綿棒 また は 柔らか い 布 で ふく 。 

用 紙 が 正しく セッ ト さ れ て い | 正しく セッ ト す る 。 

な い 。 正しく セッ ト し て も ずれ る 場合 

( 袋 と じ 印 刷 等 ) セッ ト す る 位置 | 66 

を 調節 し て くだ さい 。 


用 紙 セ ッ ト つ まみ が 「 解 除 」 | 用 紙 セ ッ ト つ まみ を 「 紙 押さ え 」 | 34、62 
に な っ て いる 。 の 位置 に する 。 66 


は が き ぞ その も の に 誤差 が ある | は が き の 郵 便 番号 枠 位置 に は 誤差 
(郵便 番号 枠 ) が あり ます 。 は が き (は が き セ ッ 
ター) を プリ ンタ に セッ ト す る 位 
置 を 調節 する 。 
官製 は が きよ り も 厚い 用 紙 を 使用 
する と 、 正 し く 紙 送り され な いこ 
と が あり ます 。 官製 は が きよ り も 
薄い 紙 を お 使い くだ さい 。 
官製 は が きよ り も 小さ な 用 紙 を 使 
用 する と 、 端 まで 印刷 で き な か っ 
た り ず れる こと が あり ます 。 
官製 は が き ーB4 サ イズ の 用 紙 を 使 
用 し て くだ さい 。 


「 書 式 」 で 設定 し た 用 紙 と 印 | 「 書 式 」 で 設定 し た 用 紙 を 使う 。 47 
刷 用 紙 が ちがう 。 


印刷 が か すれ る 、 に じ む 。 


印 | 印刷 位置 が ずれ る 。 


66 


適切 な 厚 さ の 用 紙 で な い 。 


36 


適切 な 大 き さ の 用 紙 で な い 。 


リボ ン に た る み が あ る 。 

用 紙 が 厚 す ぎる 。 官製 は が きよ り も 蒲 い 用 紙 を お 使 
いく だ さい 
文書 を 保存 で き な い 。 フロ ッ ピー ディ スク を 初期 化 | 初期 化 を する 。 

| 

そ 

の 

他 


リボ ン が 用 紙 に ひっ か か る 。 


OO 1OO 


フロ ッ ピー ディ スク が 一 杯 に | 新しい 初期 化 済 みあ の フロ ッ ピー デ 

な っ て いる 。 ィ ス ク に 保存 する か 、 不 要 な 文書 | 40 
を 削除 し て か ら 保 存する 。 

文書 の 保存 / 複 写 / 削 除 / 初 期 | ライ ト プ ロ テク ト タ ブ が 「 書 | ディ スク を 確認 し て タブ を 「 解 4 
き 込 


(9 いり 
^J 


| 


化 が で き な い 。 み 保 護 ] に な っ て いる 。 | 除 ] に する 。 


その 他 、 画 面 に メッ セー ジ が 表示 され た と き は 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 』 、「 住 所 録 ア スケジュー ルン メモ 」 の 
ラー メッ セー ジー 英 ] を ご 荒く だ さい 。 


画 表 示 機 能 
STN 液晶 ディ スプ レイ (640X400 ド ッ ト ) 、 
バッ クラ イト 付 (AC ア ダ プ タ 接 続 時 の み ) 
標準 : 40 字 X20 行 16 ドット X16 ド ッ ト 文 字 ) 
表示 文字 数 | 縮小 :80 字 X36 行 (8 ドッ ト X 8 ドッ ト 文 字 ) 
(ヘッ ダー 1 行 、 ガ イド 行 1 行 含む ) 
表 示 内 容 | 文書 表示 、 メ ッ セ ー ジ 、 レ イア ウト 、 図 形 、 グ ラフ 、 機 能 説明 、 住 所 録 
電卓 、 日 付 、 時 刻 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表示 、 ア ラー ム 表 示 、 カ レン ダー、 メ モ 表 示 


一 印刷 機能 


内 蔵 プ リン タ 


外部 プリ ンタ 


一 文書 記憶 容量 


印字 方 式 : 熱転写 / 感 熱 方 式 、 印 字 文字 : 48 ド ッ ト メ 48 ド ッ ト 文 字 (全角 ) 、 明 朝 体 
EH 字 速度 : 漢字 30 字 / 秒 

リボ ンカ セッ ト : A4 約 13 ペ ー ジ 印刷 可能 ( 約 1400 字 / 頁 、 け い 線 な し ) 
日 本 語 ワ ー プ ロ で の み 使 用 可能 

外部 プリ ンタ (別売 り ) 

プリ ンタ ケー ブル (CF-2505A : 当社 製 ) (別売 り ) 

プリ ンタ イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ (FW-CPS1 : 当社 製 ) (別売 り ) 
が 必要 


4 標準 書式 (40 字 X36 行 ) 約 5 ペー ジ + 1 行 (書式 に よっ て は 少な く な り ま す ) 
3.5 イ ンチ 2DD (両面 倍 型 度 倍 トラ ッ ク ) タイ プ A4 約 160 ペ ー ジ ・100 文 書 


本 価 幅 309X 遇 行 250X 高 さ 60mm 
重量 約 3.1kg (本 体 二 バッ クア ッ プ 用 乾電池 ) 
約 3.3kg (充電 電池 含む ) 


田 キ ー ボ ー ド 
か な 配 列 | JIS 配 列 新 JIS 配 列 /50 音 配列 (「 入 力 設定 」 で 切り 換え 可能 ) 


較 電 源 
3 電源 方 式 専用 の AC ア ダ プ タ (付属 ) AC100V 50/60Hz 
専用 の 充電 電池 (付属 ) 約 500 回 の 充 放電 可能 
アル カリ 乾電池 ( 単 3 形 10 本 使用 ) (別売 り ) 


田 消 費 電 力 
30W (電源 「 切 」 の と き 0.55W) 


一 使用 条件 


10C 一 35 で て 2096 一 8096 た 


付 属 品 
取扱 説明 書 、 リ ボン カセ ッ ト 、 単 3 乾電池 2 本 (バッ クア ッ プ 用 ) 、AC ア ダ プ タ 、 充 電電 池 
は が き セ ッ タ ー、 は が き 印 刷 用 スタ ンド 、 補 助 フ ロッ ピー (機能 説明 他 ) 、 デ ー タ ノー ト フ ロッ ピー、 
配列 用 キ ー ボ ー ド シー ル (50 音 、 新 JIS) 、 デ ー タ ノー ト 用 ラベ ル 


だ し 結 寺 し な いこ と 


付 
録 


一 入力 機能 
入 力 方 法 | か な プロ ー マ 字 入力 、 記 号 入力 、 区 コー ド 入 力 (JIS 第 1 ・ 第 2 水準 ) 、 前 入力 呼出 
操作 レベ ル 切 り 換え (標準 上 級 ) 
変 換 方 式 | 15 文 節 40 文 字 ま で の 連 文 節 一 括 変換 (240 文 字 ま で 入力 可能 ) 、 単 漢字 変換 
カタ カナ 変換 、 学 習 機能 、 包 読点 変換 
辞 書 | 基本 語 約 58,000 語 、 複 合 150,000 語 以上 
ユー ザ 辞 書 約 320 語 (読み 4 字 、 表 示 5 字 の 場合 ) 、 郵 便 番号 辞書 (1989 年 2 月 現在 ) 


部 首 画数 大 書 、 カタ カナ 辞書 約 5,500 語 
使用 文字 数 | JIS 第 1 水準 漢字 2,965 字 ユー ザ 外 字 20 字 
JIS 第 2 水準 漢字 3,388 字 


非 漢字 524 字 
シス テム 外字 502 字 
7,379 字 


に 1 
コ 
| 
さ 
ロ 
3 
哉 


15 文 節 40 文 字 ま で の 連 文 節 一 括 変換 、 単 漢字 変換 、 記 号 、 外 字 、 テ ン キ ー モ ー ド 
複写 (文字 列 、 領 域 、 行 ) 、 移 動 (文字 列 、 領 域 、 行 ) 、 削 除 (1 字 、 後 退 、 文 字 列 、 
全文 、 領 域 全 部 、 領 域 文字 、 行 ) 、 挿 入 (1 字 、 行 ) 、 表 編集 (作成 、 修 正 、 削 除 、 
計算 、 並 替え 、 分 類 、 抽 出 ) 、 貼 付 、 枠 編集 (図形 枠 : 作成 、 削 除 、 移 動 ) 、 
桁 揃え (左寄せ 、 セ ンタ リン グ 、 石 寄せ ) 、 画 面 分 割 ( 縦 、 横 ) 、 検 索 、 置 換 、 タ ブ 、 
イン デン ト 、 他 文書 編集 、 図 形 同 時 表示 、 下 線 、 け い 線 (8 種 : 実線 、 点 線 、 波 線 、 
ー 重 線 、 太 実線 、 鎖 線 、 無 EU 字 、 文 字 ) 、 文 字 間 けい 線 、 文 字 サ イズ (全角 、 半 角 、 
横 僅 角 、 縦 千 負 、 4 倍 朋 、1/4 上 付 、1/4 下 付 ) 、 文 字 修飾 ( 網 か け 8 種 、 強 調 4 種 、 
回 転 3 種 、 取 消 線 2 種 ) 
動 | 行頭 行 未 、 由 頭 / 頁 未 、 文 頭 文 末 
定 | 用 紙 選択 (は が き ・B5・A4・B4・ フ リー・A4 原 稿 用 紙 ・B4 原 稿 用 紙 ) 
用 紙 サ イズ (ミリ 単位 ) 、 用 紙 使い ( 縦 使 い ノ 横 使い ) 、 印 刷 方 向 (横書き 縦 書き ) 
款 曰 (上 / を 、 ミ リ 単 位 ) 、 桁 数 、 行 数 、 文 字 間 隔 (4 ドッ ト 単 位 ) 、 行 間隔 (4 ドッ 
ト 単位 ) 、 印 刷 モ ー ド (標準 ・ 縮 小 ) 、 サ イズ (大 文字 、 標 準 、 中 文字 、 小 文字 ) 
く 行 書式 > 
行間 隔 (標準 、1/2 改 行 、0 改 行 、 重 ね 、1/2 重 ね ) 、 サ イズ (大 文字 、 標 準 、 中 文字 、 
小文字 ) 、 書 体 (基本 ・ 第 2 : 別 売り 書体 ROM カ ー ド 必要 ) 
Eh 刷 | 縮小 印刷 、 ハ ン デ ィ プ リン タ 印 刷 (別売 り ) 、 印 刷 一 時 停止 (リボ ンカ セッ ト 交 換 ) 
均等 割付 、 ロ ゴ E 刷 
く 全 文 印刷 > 
袋 と じ 印 刷 (B5 の み ) 、 指 定 買 E 刷 、 頁 番号 付け ( 有 / 無 ) 、 ス ムー ジン グ ( 有 / 無 ) 
けい 線 還 刷 ( 有 / 無 ) 、 感 熱 紙 の 使用 ( 有 / 無 ) 、 書 体 選択 (基本 / 第 2 : 別売 り ) 
く 行 印刷 > 
文字 サイ ズ ( 縦 1 一 20 倍 X 横 1 一 20 倍 ) 、 印 刷 方 向 ( 縦 書 き 、 横 書き ) 、 書 体 選 択 (時 
本 / 第 2 : 別売 り ) 、 ね らい 打ち 、 ス ムー ジン グ ( 有 / 無 ) 、 感 熱 紙 の 使用 ( 有 / 無 ) 


史 
光 
に 


^ 半 
固 に 

団 
Na 


一 英文 ワー プロ 
複写 (文字 列 、 行 ) 、 削 除 (1 字 、 文 字 列 、 行 、 全 文 ) 、 移 動 (文字 列 、 行 ) 、 挿 入 
(1 字 、 行 ) 、 揃 え ( 左 奇 せ 、 セ ンタ リン グ 、 石 寄せ ) 、 網 か け 、 下 線 、 書 体 3 種 
(スタ イミ ー、 イ タリ ッ ク 、 ボ ー ル ド ) の 混在 可能 


機能 の 仕様 


古 図 形 エ ディ タ 


ペン 先 8 種 、 図 柄 10 種 、 描 画 (直線 、 平 行 線 、 円 、 四 角形 、 フ リー ハン ド 、 網 か け ) 
| 編集 (移動 、 複 写 、 白 黒 反転 、 拡 大 修正 ) 、 保 存 、 呼 出 、 文 字 入 力 (書体 、 縦 / 横 書 
少 、 本 文字 修飾 7 種 ) 、 ス キャ ナ 呼 出 


田 グ ラフ 
グラ フ 種 類 


圏 ス ケ ジ ュ ー ル 


6 種 : 棒グラフ 、 円 グラ フ 、 折 線 グ ラフ 、 積 上 グラ フ 、 帯 グラ フ 、 レ ー ダ ー 


1 日 の 入力 可能 件 数 EVENT 1 件 、DO CHECK3 件 、SCHEDULE 20 件 
入力 可能 日 数 約 31 日 分 (EVENT 22 文 字 / 件 1 件 / 日 、DO CHECK 21 文 字 / 件 3 件 / 日 
SCHEDULE 18 文 字 / 件 8 件 / 日 の 場合 ) 

入力 可能 範囲 1988 年 1 月 1 日 一 2020 年 12 月 31 日 

アラ ー ム 機能 SCHEDULE 1 件 ご と に 設定 可能 (ジャ スト 、 5 分 前 、10 分 前 ) 

表示 形式 デイ リー、 ウ ィ ー ク リー、 マ ンス リー、SCHEDULE 一 覧 、DO 一 覧 
カレ ンダ ー (2 ヶ月 、6 ヶ月) 表示 可能 

編集 機能 修正 、 削 除 、 検 索 

E 刷 | 用 紙 サ イズ A4、 専 用 リフ ィ ル 用 紙 (当社 製 、 別 売 品 ) 

_ | 印刷 書式 デイ リー、 マ ンス リー、SCHEDULE 一 覧 、DO 一 覧 、1 ヶ月 カレ ンダ ー、 

6 ヶ月 カレ ンダ ー 

| 保 存 1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 で きる ファ イル 数 31 フ ァイル 

(た だ し 、 EVENT 22 文 字 / 件 1 件 / 日 、DO CHECK 21 文 字 / 件 3 件 / 日 、 
SCHEDULE 18 文 字 / 件 8 件 / 日 の 予定 、31 日 分 / フ ァイル の 場合 ) 

アラ ー ム 設定 に よる オー ト パ ワ ー オ ン 機 能 

シス テム 設定 に よる スケ ジュ ー ル 優先 スタ ー ト 可能 


田 メ モ 


と ( 力 | 入力 可能 文字 数 本 文 108 文 字 (18 字 X6 行 ) 、 イ ン デ ックス 10 文 字 、 マ ー ク 1 文字 
済 マ ー ク 入力 可能 
入力 可能 枚数 50 枚 


表示 形式 カー ド (ウィ ンド ウ 方 式 ) 、 一 覧 ( 全 画 面 ) 


編集 機能 削除 、 検 索 、 分 類 、 並 替え 
用 紙 サ イズ A4、 専 用 リフ ィ ル 用 紙 、 専 用 タッ クシ ー ル 用 紙 (当社 製 、 別 売 品 ) 
印刷 書式 , 一 覧 印刷 、 タ ッ ク シ ー ル 印刷 


1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 で きる ファ イル 数 51 フ ァイル 
(1 ファ イル に メモ が 50 枚 の 場合 ) 


日 本 語 ワ ー プ ロ 文 書 へ の メモ 貼付 け 可 能 


機能 の 仕様 


画 住 所 録 
入 力 | 入力 項目 フリ ガ ナ (14 文 字 ) 、 氏 名 (10 文字 X2 行 : 連名 可能 ) 、TEL (15 文 字 ) 
〒 (6 文字 ) 、 住 所 (14 文 字 X2 行 ) 、 所 属 (14 文 字 ) 、 詳 細 (14 文 字 )、 
マー ク (1 文字 ) * 文 字数 は 全角 文字 数 
入力 可能 カー ド 数 130 枚 (差出 人 1 枚 十 宛 名 129 枚 ) 
表示 形式 カー ド 、 一 覧 (1 画面 15 カ ー ド ) 
編集 機能 。 複写 、 削 除 、 並 替 、 分 類 、 抽 出 、 検 索 
用 紙 サ イズ は が き ( セ ッ タ ー 使 用 可 )、 専 用 タッ クシ ー ル (当社 製 、 別 売 品 ) 、A 4 
印刷 書式 宛名 印刷 、 一 覧 印刷 、 タ ッ ク シ ー ル ED 刷 
保 存 1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 で きる 文書 数 20 文 書 


(130 カ ー ド すべ て に デー タ を 入力 し た 場合 ) 
住所 録 デ ー タ を デー タ ノ ー ト で 使用 可能 


サン プル フォ ー ム 登録 可能 カー ド 枚 数 
オー ディ オラ イプ ラリ ( 約 560 枚 ) 、 ビ デオ ライ ブラ リ ( 約 750 枚 ) 
フロ ッ ピ ー ラ イブ ラリ ( 約 1000 枚 ) 、 取 引 先 ・ 琴 容 管理 ( 約 830 枚 ) 
成績 管理 ( 約 940 枚 ) 、 ダ イエ ッ ト 8& ヘ ル シ ー ( 約 880 枚 ) 
ワー ドロ ー プ ( 約 770 枚 )、 家 計 簿 ( 約 1000 枚 )、 カ ー メ ン テ ナ ンス ( 約 1000 枚 ) 
ゴル フス コア ( 約 1000 枚 ) 、 グ リー ン ペ ー ジ ( 約 1000 枚 ) 
(た だ し 1 枚 の デー タフ ロッ ピー に 1 ファ イル の み 作 られ て いる 場合 ) 
表示 形式 カー ド 、 一 覧 (1 画面 14 カ ー ド ) 
編集 機能 検索 (新規 、 追 加 、 絞 り 込 み ) 、 複 写 ( 全 カ ー ド 、 検 索 カ ー ド ) 、 
移動 、 並 替え 、 挿 入 、 一 括 削除 ( 全 カ ー ド 、 検 索 カ ー ド ) 、 
ー 変 更 ( 全 カ ー ド 、 検 索 カ ー ド ) 、 式 変更 、 集 計 、 画 面 レ イア ウト 作 
成 プ 設定 、 印 刷 レ イア ウト 作成 、 無 編集 複写 、 編 集 複写 、 結 合 、 
新規 フォ ー ム 作成 
、 A4、B4、B5、 は が き 、 専 用 タッ クシ ー ル (当社 製 、 別 売 品 ) 、 専 用 ビデ 
オラ ベル (当社 製 、 別 売 品 ) 、 専 用 カセ ッ ト ラ ベル (当社 製 、 別 売 品 
専用 フロ ッ ピー ラベ ル (当社 製 、 別 売 品 ) 、 専 用 リフ ィ ル 用 紙 (当社 製 
別売 品 ) 
一 覧 、 カ ー ド (印刷 レイ アウ ト で 設定 ) 


別売 り 用 品 


本 機 に は 下記 の 別売 り 用 品 が あり ます 。 お 買い 求め の 際 に は 販売 店 に 名 称 と 商品 番号 を ご 指定 くだ さい 。 


(消耗 品 


MCE ME 商 品番 号 
3.5 イ ンチ 2DD フ ロッ ピー ディ スク AF-MF2DD11 


リボ ンカ セッ ト ( 黒 )〈 赤 )( 緑 )( 青 )( 金 )( 銀 ) CF-PR141(K)(R)(G)(B)(A)(S) 


リボ ンカ セッ ト 蛍光 色 ( 黄 )( ピ ンク )( 緑 ) CF-PR141(YK)CPK)CGK) 
リボ ンカ セッ ト パス テル 色 ( 黄 )( ピ ンク )( 緑 ) CF-PR141(YP)(PP)(GP) 


熱転写 用 紙 A4/B4/B5 ( 各 200 枚 ) CF-PP941A/943B/951B 


A4 カ ラー 熟 転写 用 紙 ( 青 、 黄 、 ピ ンク 、 緑 各 50 枚 ) 
熱転写 リフ ィ ル 用 紙 (6 穴 用 /2 枚 X50 セ ッ ト ) 
感熱 リフ ィ ル 用 紙 (6 穴 用 /2 枚 X50 セ ッ ト ) 


デー タ ノ ー ト 用 ラベ ル / イ ン デ ックス 

ビデ オカ セッ ト テ ー プ 用 イン デ ッ クス (背面 ラベ ル 12 枚 X3 セ ッ ト 
側面 ラベ ル 10 枚 X3 セ ッ ト ) 

オー ディ オカ セッ ト テ ー プ 用 イン デ ッ クス (2? 枚 メ 10 セ ッ ト ) 

3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク 用 ラベ ル (6 枚 X6 セ ッ ト ) 


人 @ 仕 様 は 改善 の た め 予 告 な く 変 更 する 場合 が あり ます 。 
人 @ 感 熱 紙 を お 使い の 場合 は 、 次 の こと に ご 注意 くだ さい 。 
・ リ ボン カセ ッ ト は 不要 で す 。 
・ 感熱 紙 の 裏表 を 確認 し て くだ さい 。 裏面 に は リボ ンカ セッ ト な し で は 印刷 で きま せん 。 
・ 長 期間 の 保存 に は 適し ませ ん 。 (変色 する 場合 が あり ます 。) 
温 な 場所 や 摩擦 する 場所 で の 保存 に は 適し ませ ん 。 (黒く な り ま す 。) 
・ 印 刷 メ ニュ ー で 「 感 熱 紙 : 使う 」 に 設定 し て 印刷 し て くだ さい 、。 
人 @ リ ボン カセ ッ ト ( 金 )( 銀 ) を 使用 時 に は 、 リ ボン エン ト 検 出 ( リ ボン を 使い 終わ っ た か どう か の 検出 ) は さ 
れ ま せん 。 


て 半 辺 境 和 5 zr 


53 名 時 上 9 
プリ ンタ イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ 
通信 カー トリ ッ ジ 


知 つ て お きた し 用語 


外字 (が いじ ) 


禁 則 領 域 


IS 


バッ クア ッ プ 


熱 が 加わ る と 発色 する 感熱 剤 が 表面 に 塗布 し て ある 感熱 式 プ リン タタ 専用 の 記録 用 紙 の 
こと 。 本 機 ( 感 熱 式 プリ ンタ ) の 印字 ヘッ ド は 熱 を 発する ドット < 小さな 点 ) で 構成 され 
て いて 、 ぞ それ が 用 紙 を 加熱 する と 発色 し て 文字 や 図形 を 印刷 し ます 。 し た が っ て リボ 
ンカ セッ ト が な く て も 印刷 する こと が で きま す 。 

熱転写 用 紙 は 表面 が 滑ら か に な っ て いて 、 ワ ー プ ロ の 印刷 に は 向い て いま す が 、 感 熱 
剤 は 準 布 され て いな い の で 、 リ ボン カセ ッ ト の イン ク を 印字 ヘッ ド の 熱 で 用 紙 に 転写 
し ます 。 感熱 紙 以外 の 用 紙 を お 使い に な る と き は 必ず リボ ンカ セッ ト を セッ ト し て く 
だ さい 。 


ワー プロ に な い 文 字 や イラ スト を 全角 文字 と 同じ 大 き さ で 作り 、 文 書 中 に 入力 する こ 
と が で きま す 。 


句点 「。」 や 読点 「、」、 か っ こ 「) 」 な ど 行 の 先頭 に は 位置 で き な い 文字 を 前 の 行 
の 示 に 自動 的 に つけ る こと を 禁則 処理 と 呼び ます 。 禁 則 処 理 が で きる よう に 各行 の 未 
に 文字 を 入力 で き な い 1 文字 分 の スペ ー ス が あり 、 こ れ を 禁則 領域 と いい ます 。 


文字 や 記号 は ワー プロ 内 で は コー ド ( 数 字 ) で 処理 され て いま す 。 ひ と つの 文字 に は 決 
まっ た コー ド が 割り 当て られ て いて 、 日 本 工業 規格 (JIS) で 制定 され た 決ま り で 割 
り 当 て た も の が JIS コ ー ド で す 。JIS で は 漢字 以外 の 文字 ( 英 数 字 、 ひ ら が な 、 カ タカ 
ナ 、 記 号 ) と 日 常 よ く 使う 漢字 を JIS 第 1 水準 、 人 名 や 固有 名 詞 で よく 使わ れる 漢字 を 
JIS 第 2 水準 と 呼び ます 。 


新しい フロ ッ ピー ディ スク を 初め て 使う と き に 必要 な 操作 で す 。 原 稿 を 書く 前 に 、 白 
紙 に 線 や マス 目 を 書く よう に 、 フ ロッ ピー ディ スク に 領域 の 区 分 け を 行う 操作 で す 。 
コン ピュ ー タ や ワー プロ は いろ いろ あり ます が 、 フ ロッ ピー ディ スク は ほぼ 共通 に 使 
われ て いま す 。 し か し 、 機 器 に よっ て この 区 分 け の し か た が ちがう た め 、 本 機 で 初期 
化し た フロ ッ ピー ディ スク は 、 他 の ほとん どの コン ピュ ー タ や ワー プロ で は その まま 
で は 使え ませ ん 。 (本 機 で 初期 化し た フロ ッ ピー は 他 の U 1 シリ ー ズ で 使え ます 。) 


ワー プロ や コン ピュ ー タ に 入力 され た 文字 や 図形 。 


ワー プロ の 文書 等 を 記憶 し て いる メモ リ と 呼ば れる 記憶 装置 は 、 電 源 が な けれ ば 記憶 
し 続け る こと が で きま せん 。 途 中 で 停電 に な っ た り 、 電 源 を 切っ て し まう と 記憶 し て 
いた 内 容 が 消え て し まい ます が 、 メ イン 電源 が 切れ て も 代わ り と な っ て メモ リ に 電源 
を 供給 する の が バッ クア ッ プ 用 乾電池 で す 。 し た が っ て バッ クア ッ プ 用 乾電池 が な け 
れ ば 記憶 し て いた 文書 や 外字 、 ユ ー ザ 辞書 は すべ て 電源 を 切る と 消え て し まい ます 。 
必ず セッ ト し て くだ さい 、。 

また デー タ ノ ー ト フロ ッ ピー や 補助 フロ ッ ピー を 万 一 の た め に コピ ー し て 、 予 備 を 作 
っ て お く こ と も 「 バ ッ ク ア ッ プ を と る 」 と 呼び ます 。 


知っ つて お きだ い 用 語 


文章 を 意味 を も つよ うに 区 切っ た 単位 の こと で す 。 具体 的 に は 「 わ た し は ネン 昨日 は 
ネン 家 に ネン 居 ま し た 。」 と いう よう に 「 ネ 」 や 『「 サ 」 を つけ て 区 切る こと が で きる 
最小 の 単位 で す 。 


よく 使う 語句 や 単語 を 辞書 に 登録 し て お く と 、 通 常 の 変換 操作 の と き に 候補 と し て 表 
示さ れる よう に な り ま す 。 
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アフ ター サー ビス に つい て 


弊社 で は 、 下 記 の よう な サー ビス を 行っ て いま す 。 ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら 、 お 求め の 販売 店 また は 
最寄り の 「 ご 相談 窓口 (別紙 参照 ) 」 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


一 保証 期間 は 1 年 間 で す 。 保 証書 は 大 切 に 保管 し まし ょ う 。 


保証 期間 は 、 お 買い 上 げ 日 か ら 1 年 間 で す 。 

保証 書 ( 別 添 ) は 必ず 「 販 売店 名 」「 お 買上 げ 日 」 を 確か め て 販売 店 か ら お 受け 取り くだ さい 。 
記載 の な いも の は 無効 と な り ま す 。 お 受け 取り 後 は 、 内 容 を よく お 読み の 上 、 大 切 に 保管 し 
て くだ さい 。 


田 修 理 を 依頼 され る と き は 


まず 「 故 障 か な ! ? と 思っ た ら 」 ( 呈 93 ペ ー ジ ) の 名 項 目 を お 調べ くだ さい 。 そ れ で も 直ら 
な い 場 合 は 、 次 の 処置 を し て くだ さい 。 


久保 証 期 間 中 は 
お ぞ れ いり ます が 、 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 求め の 販売 店 まで ご 持参 くだ さい 。 保 証書 
の 規定 に 従っ て 修理 させ て いた だ きま す 。 


@ 保 証 期間 が 過ぎ て いる と き は 
お 求め の 販売 店 に まず ご 相談 くだ さい 。 修理 すれ ば 使用 で きる 製品 に つい て は 、 ご 希望 に 
より 有料 で 修理 させ て いた だ きま す 。 


一 補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 


付 
の 4 補修 用 性 能 部 品 と は 、 ぞ その 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 
当社 で は 、 こ の 製品 の 補修 用 性 能 部 品 を 製造 打ち 切り 後 、 最 低 6 年 間 保有 し て いま す 。 


@ 覚 え の た め に 記入 され る と 便利 で す 
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@ 本 書 の 内 容 に つき 、 ご 意見 ご 希望 が ご ざい まし た ら 上 記 宛 先 ま で お 寄せ くだ さい . 
@ 本 書 の 内 容 の 一 部 また は すべ て を 無断 転載 する こと を 禁止 し ます 

@ 本書 の 内 容 に 関し まし て は 、 予 告 な し に 変更 する こと が あり ます 

@ 落 本 乱丁 は お 取り 替え し ます 
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